
か
つ
て
わ
が
国
に
お
け
る
精
神
疾
患
を
代
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
狐
掻
き
は
、
現
在
は
き
わ
め
て
ま
れ
に
な
り
、
都
会
地
で
は
桑

ら
れ
な
く
な
っ
た
と
一
般
に
い
わ
れ
る
。
わ
た
し
が
つ
と
め
て
い
る
荒
川
生
協
病
院
（
峡
田
診
療
所
を
改
称
）
の
所
在
地
荒
川
区
は
、
東
京
の
下

町
で
は
あ
る
が
、
回
向
院
、
ふ
る
く
か
ら
の
火
葬
場
博
善
社
、
三
河
島
汚
水
処
理
場
な
ど
の
所
在
地
で
、
江
戸
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
狭
義
下

町
か
ら
す
れ
ば
周
辺
地
区
に
あ
た
る
。
し
か
も
、
若
年
層
・
中
年
層
の
区
外
転
出
に
よ
っ
て
人
口
は
減
少
を
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
の
小
病
院

の
精
神
科
外
来
で
一
九
七
二
年
五
月
以
来
わ
た
し
が
染
た
実
人
数
一
七
○
○
名
の
う
ち
に
、
狐
愚
き
症
状
を
呈
す
る
人
が
二
名
い
た
。
と
い
っ

て
も
、
「
近
所
の
人
に
狐
を
つ
け
ら
れ
た
」
と
い
う
程
度
の
、
も
っ
と
ひ
ろ
い
被
害
妄
想
の
小
部
分
を
し
め
る
も
の
で
、
ご
く
一
過
性
で
あ
っ

た
。
二
名
は
と
も
に
、
更
年
期
精
神
疾
患
の
女
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
二
年
間
に
、
患
者
あ
る
い
は
そ
の
家
族
か
ら
狐
愚
き
に
関
し
き
く
こ
と

が
三
回
あ
っ
た
。
一
人
は
中
年
の
神
経
症
の
女
だ
が
、
知
人
の
老
婆
か
ら
「
あ
な
た
の
神
経
は
狐
だ
ろ
う
か
ら
、
ど
こ
そ
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
に

は
ら
っ
て
も
ら
う
と
よ
い
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
つ
ぎ
は
、
と
き
ど
き
動
き
が
へ
っ
て
く
る
緊
張
病
型
分
裂
病
患
者
の
母
親
で
、
娘
の
こ
と

を
「
ね
て
ば
か
り
い
て
、
お
き
る
と
す
ご
く
大
食
い
す
る
ん
で
す
よ
、
狐
で
も
つ
い
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
事
も
な
げ
に
い
う
。
第
三

は
、
こ
れ
も
中
年
の
、
う
つ
病
の
女
で
あ
る
が
、
胸
の
は
れ
ぬ
感
じ
を
「
狐
が
つ
い
て
い
る
み
た
い
」
と
表
現
し
た
。
い
な
く
な
っ
た
と
象
え

る
狐
は
、
都
会
地
で
も
す
ぐ
近
く
に
身
を
ひ
そ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

藤
森
英
之
（
「
精
神
分
裂
病
に
お
け
る
妄
想
主
題
の
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て
」
、
精
神
神
経
学
雑
誌
、
第
八
○
巻
第
二
一
号
、
一
九
七
八
年
）
は
、
巣
鴨
病

狐
瀝
き
研
究
史
Ｉ
叫
治
時
代
を
中
心
に
１

騏
轤
蕊
罐
弄
曜
溝
昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日
受
付

岡
田
靖
雄
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狐
愚
き
に
つ
き
さ
ぐ
る
こ
と
は
、
医
学
史
上
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
今
日
の
日
本
人
の
精
神
疾
患
の
姿
を
承
き
わ
め
る
う
え
で
の
お
お
ぎ
な

意
義
も
も
っ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
動
物
種
き
の
問
題
点
は
、
日
本
医
史
学
会
編
『
図
録
日
本
医
事
文
化
資
料
集
成
』
第
四
巻
（
一
九
七

八
年
、
三
一
書
房
・
東
京
）
所
載
の
「
わ
が
国
の
精
神
疾
患
史
の
点
描
」
で
ふ
れ
た
。
つ
く
と
さ
れ
る
動
物
の
お
も
な
も
の
は
、
狐
、
蛇
、
犬

神
、
猿
な
ど
で
あ
り
、
狐
に
し
て
も
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
に
よ
ば
れ
る
。
「
ト
ウ
ビ
ョ
ウ
」
も
土
地
に
よ
っ
て
蛇
で
あ
っ
た
り
狐
で
あ
っ
た
り
す

（
１
）

る
。
犬
神
も
、
土
地
に
よ
っ
て
は
狐
と
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
全
体
と
し
て
は
、
つ
く
動
物
は
キ
ツ
ネ
と
も
イ
タ
チ
と
も
、
《
ネ
ズ
ミ
と

も
ヘ
ビ
と
も
つ
か
ぬ
小
動
物
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
か
つ
て
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
ふ
き
ま
く
っ
た
魔
女
迫
害
の
嵐
の
な
か
で
、
悪
魔
や
魔

女
が
「
使
い
神
」
と
し
て
つ
か
う
と
さ
れ
た
も
の
は
、
ネ
コ
、
ネ
ズ
ミ
、
ガ
マ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
が
、
現
実
の
動
物
学
的
分
類
を
は
ず

れ
た
小
動
物
が
お
お
か
っ
た
こ
と
と
、
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
わ
が
国
の
動
物
掻
き
は
地
域
的
特
徴
を
つ
よ
く
有
す
る
も
の
で
は
あ

る
が
、
そ
の
大
部
分
を
狐
遍
き
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
い
。

わ
が
国
の
狐
遍
ぎ
で
は
「
持
ち
筋
」
（
あ
る
い
は
「
持
ち
家
」
）
と
よ
ば
れ
る
家
が
特
定
さ
れ
る
地
域
の
お
お
か
っ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
狐
が

つ
く
と
い
う
信
仰
が
い
つ
ご
ろ
成
立
し
た
か
、
「
持
ち
筋
」
と
い
う
特
殊
化
が
ど
う
い
う
時
代
に
ど
ん
な
社
会
的
経
済
的
背
景
の
う
え
に
成
立

し
た
か
、
「
持
ち
筋
」
が
あ
っ
た
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
で
狐
愚
き
の
頻
度
や
発
現
の
形
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
っ
た
か
、
「
持
ち
」
と
「
使

い
」
と
が
ど
う
か
ら
ゑ
あ
っ
て
い
た
か
、
狐
愚
き
の
発
現
に
お
い
て
祈
祷
の
要
素
は
ど
う
い
う
役
割
り
を
は
た
し
て
い
た
か
、
な
ど
な
ど
、
充

院
ｌ
松
沢
病
院
に
、
一
九
○
一
’
○
五
年
、
一
九
一
六
’
二
○
年
、
一
九
三
一
’
三
五
年
、
一
九
四
六
’
五
○
年
、
一
九
六
一
’
六
五
年
に
は

じ
め
て
入
院
し
た
分
裂
病
患
者
の
妄
想
主
題
を
調
査
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
葱
き
も
の
妄
想
を
呈
す
る
例
の
全
症
例
に
た
い
す
る
比
率
は
各

時
期
で
そ
れ
ぞ
れ
、
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
・
三
・
〈
１
セ
ン
ト
を
し

め
る
。
な
か
で
も
狐
掻
き
妄
想
を
呈
す
る
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
・
七
。
〈
－
セ
ン
ト
、
一
・
二
パ

ー
セ
ン
ト
、
○
・
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
た
。
狐
想
き
妄
想
は
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し
た
が
、
な
く
な
っ
て
は
い
な
い
点
は
、
藤
森
も
強

１
セ
ン
ト
、
（

調
し
て
い
る
。
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一
、
新
聞
錦
絵
な
ど
に
象
る
狐
遍
き

一
八
七
二
年
九
月
一
二
日
（
明
治
五
年
八
月
一
○
日
）
大
阪
府
令
甲
二
七
○
号
は
稲
荷
お
ろ
し
処
罰
の
こ
と
を
布
告
し
、
つ
づ
い
て
翌
一
八
七

三
年
一
月
一
五
日
に
教
部
省
は
、
庶
民
を
ま
ど
わ
す
も
の
と
し
て
梓
弓
・
市
子
・
遍
祈
祷
・
狐
下
げ
な
ど
を
禁
止
し
た
。

小
野
秀
雄
『
新
聞
錦
絵
』
（
一
九
七
二
年
、
毎
日
新
聞
社
・
東
京
）
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
一
八
六
八
’
八
八
年
、
大
部
分
は
一
八
七
四
、
七
五

年
の
新
聞
錦
絵
二
二
枚
の
う
ち
に
は
、
護
摩
を
た
い
て
せ
め
ら
れ
た
神
経
梅
毒
患
者
が
「
わ
し
の
体
に
は
瘡
毒
が
つ
い
て
い
る
」
と
ど
な
っ

（
２
）

た
と
い
う
『
東
京
日
日
新
聞
』
第
九
一
四
号
（
一
八
七
四
年
一
月
二
三
日
）
の
絵
、
阿
部
の
晴
明
と
か
い
う
狐
が
つ
い
て
予
言
・
病
気
治
し
で
有

名
に
な
っ
た
長
州
の
女
が
、
つ
い
た
稲
荷
に
官
位
を
う
け
よ
う
と
京
に
の
ぼ
る
途
中
で
役
者
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
同
紙
第
九
七
八

号
（
一
八
七
五
年
四
月
六
日
）
の
絵
、
家
出
娘
に
金
毘
羅
様
が
つ
い
て
一
時
霊
験
を
あ
ら
わ
し
た
が
、
こ
れ
も
長
州
の
稲
荷
の
よ
う
な
く
わ
せ
も

の
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
同
紙
第
九
九
二
号
（
一
八
七
五
年
四
月
二
六
日
）
の
絵
、
八
七
歳
の
老
婆
の
恋
わ
ず
ら
い
を
狐
愚
き
の
障
碍
と
し
て
家
内

一
統
が
祈
祷
し
た
と
こ
ろ
そ
の
印
も
な
く
老
婆
の
体
は
次
第
に
衰
弱
し
た
と
い
う
同
紙
第
一
○
六
○
号
（
一
八
七
五
年
七
月
五
日
）
の
絵
、
加
賀

国
で
う
つ
症
の
一
九
歳
の
男
が
快
気
に
い
た
ら
ぬ
の
で
日
蓮
宗
の
上
人
に
護
摩
を
た
き
蕃
椒
を
い
ぶ
し
て
詞
経
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
病
者

は
あ
ば
れ
だ
し
て
発
狂
症
に
変
症
し
た
と
い
う
『
郵
便
報
知
新
聞
』
第
八
一
四
号
（
明
治
八
年
一
○
月
二
六
日
）
の
絵
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
は
、
当
時
狐
愚
き
を
主
と
す
る
愚
き
も
の
が
か
な
り
お
お
く
み
ら
れ
て
い
て
、
狐
瀝
ぎ
と
周
囲
か
ら
判
断
さ
れ
る
も
の
に
た
い

し
加
持
祈
祷
の
類
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
一
般
に
啓
蒙
的
で
あ
っ
た
新
聞
の
姿
勢
が
こ
こ
に
し
め
さ
れ
て
い
る
。

分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
多
い
。

こ
こ
に
あ
げ
た
問
題
の
う
ち
、
つ
く
「
狐
」
の
形
態
学
に
つ
い
て
は
、
「
つ
く
狐
は
キ
ツ
ネ
か
ｌ
狐
遍
き
研
究
史
余
話
・
そ
の
二
ｌ
」

（
科
学
医
学
資
料
研
究
、
第
一
二
一
号
、
一
九
八
三
年
）
に
く
わ
し
く
の
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
い
ま
ま
で
に
え
た
資
料
に
よ
っ
て
、
明
治
時
代
に

お
け
る
狐
瀝
き
研
究
を
、
精
神
病
学
関
係
の
も
の
を
中
心
に
概
観
し
よ
う
。
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た
と
え
ば
『
東
京
日
日
新
聞
』
第
一
○
六
○
号
の
絵
に
対
応
す
る
同
紙
第
一
○
五
九
号
の
記
事
は
「
例
の
奇
怪
を
好
む
人
情
よ
り
、
間
々
発
狂

た
は
ご
と

き
つ
れ
つ
き

な
し
て
譜
言
な
ど
す
る
を
狐
渥
と
な
す
者
多
し
」
、
「
是
ら
も
老
菫
し
た
の
か
発
狂
し
た
の
だ
ら
う
に
、
大
切
の
金
銭
を
無
用
の
祈
祷
加
持
な

ど
に
費
す
は
何
と
困
っ
た
日
本
の
国
風
で
は
五
座
り
ま
せ
ぬ
か
」
と
書
き
、
『
郵
便
報
知
新
聞
』
第
八
一
四
号
の
記
事
に
は
「
兎
角
か
様
な
狐

遣
ひ
が
、
病
人
な
ど
を
無
理
無
体
に
狐
付
き
に
す
る
は
困
っ
た
話
し
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

狐
遍
き
と
い
う
も
の
が
そ
れ
ほ
ど
ふ
か
く
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
の
の
ち
も
、
狐
遍
き
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
人
が
医
者
の
な
か
に
も
い
た
こ
と
は
、
東
京
府
の
中
西
將
成
に
よ
る
「
狐

魅
病
薬
方
序
論
」
（
継
興
医
報
、
第
三
三
号
、
一
八
九
六
年
九
月
一
三
日
）
、
お
な
じ
く
「
狐
魅
病
薬
方
論
」
（
同
誌
、
第
三
四
号
、
同
年
一
○
月
一
三
日
）

に
み
ら
れ
る
。
中
西
は
「
薬
方
序
論
」
で
、
伝
聞
な
が
ら
、
下
野
国
佐
野
町
の
脾
某
は
雷
火
に
や
け
た
震
焼
木
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
主
家
の

お
か
み
に
ば
け
て
き
た
老
狐
が
蝿
死
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
「
薬
方
論
」
で
は
石
山
秘
本
大
同
類
聚
方
な
ど
に
よ
っ
て
狐
魅
病
に
き
く
薬
方
を

二
、
小
池
正
直
と
ベ
ル
ッ
の
「
狐
愚
病
説
」

わ
た
し
が
し
ら
べ
た
範
囲
で
は
、
医
学
雑
誌
に
動
物
遇
き
の
こ
と
が
最
初
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
『
東
京
医
事
新
誌
』
第
五
四
号

（
一
九
七
九
年
四
月
五
日
）
の
投
書
欄
に
の
っ
た
江
澤
圭
磨
「
犬
神
附
或
〈
狸
神
附
ノ
説
」
で
あ
ろ
う
。
江
澤
の
肩
耆
き
は
「
高
知
県
土
佐
国
安
芸

郡
土
居
村
在
大
坂
回
春
病
院
」
と
な
っ
て
い
る
。
江
澤
は
、
郷
国
で
発
熱
し
た
五
歳
二
か
月
の
少
女
の
と
こ
ろ
に
往
診
し
た
と
き
少
女
に

異
状
が
あ
る
の
で
、
と
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
少
女
は
自
分
は
隣
家
の
老
婆
で
あ
る
と
こ
た
え
、
父
が
棒
を
も
っ
て
お
ど
し
た
ら
少
女
は
隣
家

に
は
し
っ
て
い
き
庭
に
た
お
れ
た
の
ち
平
生
に
復
し
た
、
と
い
う
実
験
を
の
べ
て
い
る
。
こ
の
投
書
を
紹
介
す
る
編
集
長
坂
本
章
の
文
章
は
、

民
間
に
い
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
愚
き
も
の
は
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
の
作
用
で
あ
ろ
う
、
と
の
べ
て
い
る
（
ち
な
承
に
、
独
国
大
医
メ
ス
マ
ー
氏
著
・
日
本

鈴
木
万
次
郎
訳
述
『
動
物
電
気
論
』
は
神
田
区
の
十
字
屋
よ
り
、
一
八
八
五
年
七
月
に
出
版
さ
れ
て
い
る
）
。

あ
げ
て
い
る
。
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精
神
病
と
は
精
神
の
疾
患
で
、
そ
れ
に
は
情
感
、
欲
望
、
思
想
の
う
ち
に
か
け
る
と
こ
ろ
あ
る
雑
精
神
病
と
、
完
全
で
あ
る
精
神
が
錯
乱
す

メ
ヲ
ン
コ
リ
ー

る
純
精
神
病
と
が
あ
る
。
純
精
神
病
に
は
沈
性
、
浮
性
、
虚
性
が
あ
り
、
沈
性
症
に
は
黒
憂
狂
が
属
す
る
。
黒
憂
狂
に
は
宗
旨
黒
憂
狂
、
変
質

黒
憂
狂
、
刻
切
念
郷
狂
が
あ
り
、
犬
神
持
ち
あ
る
い
は
犬
神
附
き
犀
、
①
題
目
ｍ
①
旨
は
な
か
ば
宗
旨
性
に
な
か
ば
変
質
性
に
属
す
る
。
グ
リ
ー
ジ

ン
ゲ
ル
氏
は
こ
れ
を
怪
憂
狂
己
騨
①
日
。
国
。
‐
昌
⑦
毎
口
９
。
扉
と
名
づ
け
た
。
こ
れ
に
は
、
魔
妖
怪
物
の
襲
来
愚
嘱
せ
る
ご
と
ぎ
状
態
、
天
性
思
想

の
描
搦
・
咽
頭
の
痙
掌
お
よ
び
こ
れ
よ
り
生
ず
る
声
音
の
奇
変
・
皮
層
諸
部
の
知
覚
脱
失
お
よ
び
妄
視
妄
聴
、
間
歌
譜
語
の
三
徴
候
が
あ
る
。

わ
が
国
の
犬
神
附
き
も
み
な
こ
れ
を
そ
な
え
て
い
る
。
グ
リ
ー
ジ
ソ
ゲ
ル
は
慢
性
怪
憂
狂
の
四
八
歳
の
農
婦
お
よ
び
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
。
Ｂ
と

い
う
二
歳
の
急
性
怪
憂
狂
の
少
女
の
二
症
例
を
あ
げ
て
い
る
。

「
弁
氏
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ベ
ル
ッ
（
一
八
四
九
’
一
九
一
三
）
で
あ
ろ
う
。
ベ
ル
ッ
が
内
科
学
の
一
部
と
し
て
精
神
病
学

を
講
義
し
は
じ
め
た
の
は
、
お
な
じ
く
一
八
七
九
年
と
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
小
池
は
す
で
に
精
神
病
学
講
義
を
き
い
て
い
た
か
ど
う
か
・
呉
秀
三

「
我
邦
一
一
於
ケ
ル
精
神
病
一
一
関
ス
ル
最
近
ノ
施
設
」
（
『
東
京
医
学
会
創
立
二
十
五
年
祝
賀
論
文
』
第
二
輯
、
一
九
一
三
年
）
は
「
医
学
博
士
高
橋
順
太

郎
筆
記
」
に
よ
り
、
ベ
ル
ッ
が
講
義
し
た
精
神
病
の
分
類
体
系
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
上
記
の
小
池
紹
介
の
も
の
に
お
な
じ
い
（
高
橋
は

こ
れ
を
う
け
て
同
誌
第
六
五
号
（
同
年
六
月
一
二
日
）
に
大
学
医
学
部
小
池
正
直
記
の
「
犬
神
附
〈
一
精
神
病
タ
ル
ノ
説
」
が
の
っ
た
。
小
池

（
一
八
五
四
’
一
九
二
一
）
は
、
森
林
太
郎
と
同
学
年
で
前
年
一
二
月
一
日
に
二
等
本
科
生
（
東
京
大
学
医
学
部
本
科
四
年
生
）
に
な
っ
て
い
た
。
小

池
は
か
く
、
「
余
頃
日
教
師
弁
氏
ヲ
其
館
二
訪
フ
氏
偶
を
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
氏
ノ
精
神
病
書
ヲ
閲
ス
語
次
之
二
及
ビ
余
乃
チ
本
邦
ノ
遇
狐
愚
狸

等
ノ
怪
状
ヲ
告
ゲ
遂
二
犬
神
持
二
及
ブ
因
テ
江
澤
君
ガ
証
例
ヲ
取
テ
反
覆
訳
話
シ
且
シ
其
ノ
疾
ノ
所
属
ヲ
問
う
氏
額
ヲ
萱
テ
云
ク
鳴
呼
是
我
欧

洲
古
史
ノ
翻
訳
ニ
シ
テ
殊
〈
其
名
ヲ
改
メ
タ
ル
’
一
非
ズ
ャ
何
ゾ
其
相
肖
タ
ル
ノ
酷
キ
突
我
欧
洲
諸
方
数
百
年
来
魔
温
ナ
ル
者
ア
リ
〔
中
略
〕
今

子
ガ
語
ル
所
ノ
犬
神
持
〈
分
寸
之
ト
異
ナ
ル
ナ
シ
〔
中
略
〕
亦
タ
唯
タ
一
様
ノ
写
真
絵
ノ
加
シ
予
実
ニ
其
符
合
に
驚
ケ
リ
而
シ
テ
是
〈
黒
憂
狂

ノ
部
一
一
属
ス
ル
モ
ノ
’
一
シ
テ
此
書
亦
一
二
ノ
例
ヲ
載
セ
タ
リ
」
、
と
い
う
こ
と
で
、
小
池
は
「
弁
氏
」
に
す
す
め
ら
れ
て
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
説

を
紹
介
し
て
い
る
。
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『
東
京
医
事
新
誌
』
第
八
四
号
（
同
年
二
月
一
日
）
に
弘
田
武
雄
（
東
京
）
の
投
書
一
‐
犬
神
附
狸
神
附
〈
四
国
ニ
ノ
ミ
行
ハ
ル
、
嗽
」
の
質

問
が
の
り
、
第
八
六
号
（
同
年
二
月
一
五
日
）
で
は
高
橋
真
吉
（
東
京
）
の
投
書
「
犬
神
附
狸
神
附
ハ
四
国
ニ
ノ
ミ
行
く
ル
、
嗽
ノ
疑
問
一
一
答

フ
」
が
、
東
京
で
一
老
医
が
ほ
ぼ
お
な
じ
病
症
を
と
く
の
を
き
い
た
の
で
、
他
の
諸
国
に
も
あ
る
の
は
疑
い
な
い
、
と
こ
た
え
た
。
つ
づ
い
て

同
誌
第
八
九
号
（
同
年
言
一
月
六
日
）
に
の
っ
た
杉
山
敬
三
（
岐
阜
県
）
の
「
犬
神
附
狸
神
附
ハ
四
国
ニ
ノ
ミ
行
ハ
ル
、
嗽
ノ
問
二
答
フ
」
は
、

犬
神
附
き
と
称
す
る
も
の
は
愚
人
婦
女
子
で
な
け
れ
ば
熱
病
患
者
・
虚
脱
患
者
に
発
す
る
が
、
無
知
の
看
護
者
が
処
置
を
あ
や
ま
っ
て
該
病
を

ひ
ど
く
す
る
、
し
か
し
わ
が
地
方
で
は
維
新
前
に
比
す
れ
ば
発
生
は
一
○
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
、
と
報
じ
て
い
る
。

『
東
京
医
事
新
誌
』
第
二
五
四
号
（
一
八
八
三
年
二
月
一
○
日
）
の
雑
報
欄
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
島
根
県
が
一
八
八
二
年
一
二

月
二
七
日
に
甲
第
一
六
号
布
達
を
も
っ
て
、
医
者
が
治
療
し
た
さ
い
に
報
告
す
べ
し
と
し
た
地
方
病
に
は
、
脚
気
、
肺
労
、
梅
毒
な
ど
と
な
ら

ん
で
「
特
異
神
経
病
（
犬
神
附
、
狐
附
ト
称
ス
ル
類
ヲ
云
う
）
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
誌
第
二
七
二
号
（
一
八
八
三
年
六
月
一
六
日
）
に
の
っ
た

幹
澄
（
大
坂
回
春
病
院
）
の
「
犬
神
附
」
は
、
石
見
国
美
濃
郡
神
田
向
横
田
両
村
衛
生
委
員
岸
田
競
が
一
八
八
二
年
一
二
月
一
三
日
発
行
の
『
島

根
県
衛
生
課
通
報
」
第
八
号
に
の
せ
た
「
当
地
方
人
民
毎
歳
同
一
ノ
季
節
二
於
テ
同
一
ノ
疾
病
二
侵
サ
レ
固
有
ノ
病
症
ト
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
犬

神
附
ニ
シ
テ
（
敢
テ
流
行
ス
ル
ニ
モ
非
ス
）
年
々
必
ス
春
秋
二
候
二
発
生
シ
村
民
以
テ
生
霊
ノ
崇
ル
所
ト
ナ
シ
或
〈
以
テ
怪
獣
ノ
愚
ル
所
ト
シ

（
鼠
ノ
如
キ
小
獣
ノ
数
疋
患
者
ノ
体
内
二
入
ル
ト
云
う
）
皆
悪
鬼
妖
魔
ノ
所
為
二
帰
シ
医
薬
一
一
頼
ル
モ
其
効
ナ
キ
モ
ノ
ト
シ
専
ラ
治
癒
ヲ
神
仏
一
一
祈

小
池
と
同
学
年
で
、
の
ち
薬
理
学
担
当
の
初
代
教
授
）
。
あ
る
い
は
ベ
ル
ッ
は
、
小
池
が
訪
問
し
た
と
き
そ
の
講
義
の
準
備
を
し
て
い
た
も
の
か
。

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
（
一
八
一
七
’
六
八
）
は
一
八
五
四
年
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
内
科
学
教
授
、
一
八
六
○
年
に
ツ
ュ
ー
リ
ヒ

の
精
神
病
学
教
授
に
な
っ
て
い
る
。
ベ
ル
ッ
が
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
基
礎
医
学
を
ま
な
ん
だ
の
は
一
八
六
六
’
六
八
年
で
あ
っ
て
、
ベ
ル

ッ
は
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
か
ら
直
接
に
教
え
を
う
け
て
は
い
な
い
。
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
の
精
神
病
言
と
は
、
一
八
四
五
年
に
出
版
さ
れ
た
《
《
閻
昏
。
‐

（
３
）

］
ｏ
唱
①
匡
且
目
冨
国
凰
の
号
時
團
胃
冨
唖
島
①
目
尻
圖
旨
唇
。
胃
目
》
》
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
そ
の
改
訂
第
二
版
（
一
八
六
一
年
）
か
。
い
ず
れ
に
し
て

］
Ｏ
唱
①
匡
昌
・
目
医
①
国
凰
①
９
日
團
胃
冨
恥
。
ぽ
の

も
、
当
時
の
標
準
的
教
科
書
で
あ
っ
た
。
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ル
」
と
い
う
報
告
を
引
用
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
「
右
報
ズ
ル
所
ノ
犬
神
ナ
ル
モ
ノ
ハ
各
地
二
散
在
シ
其
名
称
一
ナ
ラ
ス
或
ハ
狸
神
ト
云
上
或

〈
猿
神
ト
云
上
或
〈
狐
神
ト
云
上
或
〈
人
狐
ト
云
フ
モ
同
シ
ク
ー
病
ニ
シ
テ
大
抵
症
状
ヲ
斉
ブ
ス
」
と
し
て
そ
の
症
状
を
の
べ
て
い
る
。

ベ
ル
ッ
の
「
狐
涯
病
説
」
は
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
一
月
二
六
日
、
二
七
日
の
『
官
報
』
第
四
六
九
号
、
第
四
七
○
号
の
「
学
事
」
欄

に
の
っ
た
。
「
故
二
予
〈
狐
瀝
一
一
就
キ
テ
舷
二
繧
々
ス
ル
ヲ
欲
セ
ス
是
等
ノ
事
ヲ
論
ス
ル
ハ
医
事
新
誌
等
一
一
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
ベ

ル
ッ
が
か
く
の
は
、
い
ま
ま
で
紹
介
し
て
き
た
江
澤
投
書
後
の
も
の
に
つ
い
て
も
か
れ
が
し
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
の
だ
ろ
う
。
ベ
ル

ッ
は
、
人
体
に
や
ど
る
と
さ
れ
る
も
の
は
魔
神
、
鬼
、
狐
狸
、
犬
な
ど
と
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
一
種
特
異
の
精
神
障
碍
症
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
ア
ジ
ア
の
全
洲
に
散
在
す
る
、
と
い
い
、
つ
い
で
そ
の
説
明
と
し
て
、
右
利
き
で
は
左
側
が
言
語
脳
で
あ
り
、
「
予
ノ
臆
想
二
由
し
〈
此
ノ

脳
ノ
半
側
（
予
備
ト
ナ
レ
ル
半
側
）
中
ニ
ハ
蓋
毫
モ
自
ラ
知
ラ
サ
ル
所
ノ
奇
異
不
測
ノ
想
像
集
積
ス
ル
ナ
ラ
ン
」
、
「
不
覚
夢
状
ノ
思
想
常
二
脳
中

二
集
積
ス
ル
者
一
朝
思
慮
ノ
欠
損
一
一
由
り
其
ノ
主
宰
力
欠
亡
シ
調
節
ノ
度
乱
レ
テ
自
然
二
発
現
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
機
制
も
同

様
で
あ
る
、
と
い
う
。
ベ
ル
ッ
は
さ
ら
に
、
狐
愚
ぎ
に
か
か
っ
た
一
婦
人
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

ベ
ル
ッ
の
狐
愚
病
説
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
竹
中
成
憲
・
本
堂
恒
次
郎
・
馬
島
永
徳
共
訳
『
鼈
氏
内
科
学
」
（
下
巻
）
（
一
八
九
四
年
、
馬
島
永

徳
・
東
京
）
に
も
の
っ
て
い
る
。
「
第
七
編
神
経
系
諸
病
」
中
の
「
解
剖
的
原
因
ノ
不
詳
ナ
ル
神
経
症
」
の
と
こ
ろ
に
、
「
第
十
歌
私
的
里
」

お
よ
び
「
第
十
二
依
卜
昆
姪
里
」
に
は
さ
ま
れ
て
「
第
十
一
狐
愚
病
」
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
ベ
ル
ッ
は
「
今
ヲ
去
ル
事
十
二
年
以
前
、
已

二
余
〈
本
病
ヲ
説
明
ス
ル
ニ
、
両
脳
半
球
ノ
各
個
別
離
シ
タ
ル
機
能
ヲ
営
為
シ
、
所
謂
狐
狸
〈
一
側
脳
半
球
ノ
行
為
ヲ
挙
り
、
固
有
ノ
意
識
〈

他
ノ
半
側
二
宿
ル
ヲ
以
テ
セ
リ
」
と
か
く
。
ベ
ル
ッ
の
こ
の
狐
想
病
右
半
球
説
と
い
う
べ
き
も
の
が
ど
こ
か
ら
で
て
い
る
か
、
ま
だ
た
し
か
め

え
て
い
な
い
。
上
記
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
の
書
に
は
こ
の
よ
う
な
説
は
か
か
れ
て
い
な
い
。
当
時
非
言
語
脳
の
機
能
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
議
論
は

あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
う
ち
に
ベ
ル
ッ
説
の
根
拠
と
な
る
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。
と
こ
ろ
で
、
前
記
『
官
報
』
所
載
の
文
章
に
は

「
又
常
一
一
左
手
ヲ
使
用
ス
ル
者
〈
即
右
側
ノ
脳
ヲ
使
用
ス
ル
ノ
常
習
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
予
〈
其
ノ
ー
人
一
一
シ
テ
予
ノ
父
及
祖
父
皆
左
手
者
ナ
リ
但

シ
此
ノ
性
〈
常
二
第
壱
子
ノ
ミ
ニ
遺
伝
シ
テ
其
ノ
他
ノ
児
該
二
及
ハ
ス
予
力
頭
骨
前
頭
ノ
右
側
〔
中
略
〕
ハ
左
側
二
比
ス
レ
ハ
其
ノ
発
育
梢
と
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勝
し
り
」
と
あ
る
。
左
利
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ベ
ル
ッ
に
右
脳
機
能
へ
の
関
心
を
ま
さ
せ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
八
八
五
年
の
ベ
ル
ッ
の
「
狐
遍
病
説
」
は
ほ
か
に
『
医
事
新
聞
』
第
一
四
七
号
、
第
一
四
八
号
（
同
年
二
月
五
日
、
二
月
一
五
日
）
お
よ
び

『
中
外
医
事
新
報
』
第
四
一
七
’
四
二
○
号
（
同
年
二
月
一
○
日
、
二
月
二
五
日
、
三
月
一
○
日
、
三
月
二
五
日
）
に
も
の
り
、
ま
た
こ
れ
へ
の
反
響

と
し
て
は
、
『
東
京
医
事
新
誌
』
第
三
六
七
号
（
同
年
四
月
二
日
）
の
「
質
疑
答
弁
」
欄
に
の
っ
た
武
島
務
（
東
京
）
の
「
ド
ク
ト
ル
ベ
ル
ッ
氏

ノ
狐
愚
病
説
ヲ
読
ム
」
が
あ
る
。
武
島
は
、
埼
玉
県
秩
父
郡
に
あ
る
尾
先
瀝
病
は
ベ
ル
ッ
氏
の
と
く
狐
掻
病
と
同
一
種
の
も
の
で
あ
る
と
し
、

「
凡
ソ
男
女
老
幼
ヲ
問
ハ
ス
疾
病
二
罹
ル
ト
キ
ハ
其
何
病
タ
ル
ニ
論
ナ
ク
親
戚
隣
里
相
集
テ
尾
先
葱
病
卜
認
定
シ
医
薬
効
ナ
シ
用
ユ
ル
ニ
足
ラ

ス
ト
シ
終
二
信
者
ノ
祈
祷
ヲ
乞
上
百
方
患
者
ヲ
證
責
シ
諸
般
ノ
妄
言
ヲ
吐
露
セ
シ
メ
人
々
益
々
其
尾
先
遍
病
ナ
ル
ヲ
確
信
シ
ー
ニ
之
ヲ
祈
祷
二

委
ネ
遂
二
黄
泉
ノ
客
ト
ナ
ラ
シ
ム
」
と
の
べ
、
自
分
は
こ
の
病
者
数
十
人
を
経
験
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
胃
痙
に
か
か
っ
た
一
婦
人
の
胄
部

凹
凸
の
観
を
呈
し
た
の
を
、
そ
の
凸
部
は
尾
先
の
や
ど
っ
た
も
の
だ
と
あ
る
者
は
誤
想
し
た
、
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
江
澤
圭
磨
の
投
書
を
小
池
正
直
か
ら
し
ら
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
ベ
ル
ッ
は
わ
が
国
に
お
け
る
狐
愚
き
へ
の
関
心
を
い
だ
い

た
の
で
あ
る
。三

、
島
村
俊
一
お
よ
び
榊
俶
の
取
り
組
拳

は
じ
め

わ
が
国
に
お
け
る
臨
床
精
神
病
学
は
、
榊
俶
（
一
八
五
七
’
九
七
）
の
医
科
大
学
教
授
就
任
（
一
八
八
六
年
）
と
と
も
に
そ
の
緒
に
つ
い
た
。
そ

の
一
つ
の
現
わ
れ
と
し
て
一
八
九
○
年
（
明
治
二
三
年
）
か
ら
『
東
京
医
学
会
雑
誌
』
に
「
精
神
病
者
実
験
記
事
」
が
の
り
は
じ
め
た
。
こ
れ
は

一
八
九
六
年
ま
で
に
四
五
例
を
症
例
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
騒
ぎ
も
の
例
を
ひ
ろ
う
と
、
第
四
例
（
猿
愚
き
を
呈
し
た
急
性
幻
覚
性
錯
迷
狂

例
、
田
邊
耕
民
報
告
、
第
四
巻
第
九
号
、
一
八
九
○
年
）
、
第
六
例
（
狐
遇
き
を
呈
し
た
幻
覚
性
錯
迷
狂
例
、
田
邊
耕
民
報
告
、
第
四
巻
第
二
号
、
同
年
）
、

第
七
例
（
狐
遇
き
を
呈
し
た
躁
暴
狂
例
、
田
邊
耕
民
報
告
、
第
四
巻
第
二
一
号
、
同
年
）
、
第
八
例
（
狐
愚
き
を
呈
し
た
急
性
単
純
錯
迷
狂
例
、
田
邊
耕
民
報

告
、
第
四
巻
第
一
三
号
、
同
年
）
、
第
二
例
（
狐
愚
き
を
呈
し
た
急
性
妄
想
狂
例
、
田
邊
耕
民
報
告
、
第
四
巻
第
二
○
号
、
同
年
）
、
第
一
六
例
（
白
狐
お
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よ
び
猫
へ
の
化
身
妄
想
を
呈
し
た
依
ト
昆
姪
里
性
諺
憂
狂
兼
慢
性
亜
爾
箇
児
中
毒
の
ち
錯
迷
狂
の
例
、
小
野
寺
義
郷
報
告
、
第
五
巻
第
九
号
、
一
八
九
一
年
）
、

第
二
八
例
（
狐
遍
き
を
呈
し
た
臓
躁
性
躁
狂
例
、
小
野
寺
義
郷
報
告
、
第
七
巻
第
一
号
、
一
八
九
三
年
）
、
第
三
九
例
（
狐
週
き
を
呈
し
た
偏
執
狂
例
、
井
村

忠
介
報
告
、
第
八
巻
第
三
一
号
、
一
八
九
四
年
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
症
例
報
告
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
も
か
く
も
、
こ
れ
だ
け
の
症
例
が
ひ

ろ
い
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
初
期
に
多
い
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
の
狐
想
病
研
究
で
周
知
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
鳥
取
藩
の
陶
山
大
藤
に
よ
る
『
人
狐
弁
惑

談
』
（
一
八
三
ハ
年
、
こ
れ
は
呉
秀
三
編
『
呉
氏
医
聖
堂
叢
書
』
、
一
九
一
三
年
、
呉
秀
三
・
東
京
、
に
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
）
、
ベ
ル
ッ
の
「
狐
瀝
病
説
」

さ
か
え

お
よ
び
門
脇
真
枝
の
『
狐
遍
病
新
論
』
（
一
九
○
二
年
九
月
五
日
、
博
文
館
・
東
京
、
一
九
七
三
年
精
神
医
学
神
経
学
古
典
刊
行
会
よ
り
復
刻
）
で
あ
る

（
５
）

が
、
も
っ
と
も
本
格
的
な
狐
愚
病
研
究
で
あ
る
島
村
俊
一
（
一
八
六
二
’
一
九
一
三
）
の
「
島
根
県
下
狐
愚
病
取
調
報
告
」
が
ほ
と
ん
ど
わ
す
れ

ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
無
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
理
解
に
く
る
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
戦
後
に
お
け
る
狐
遍
き
の
精
神
医
学
的
研
究
の
主
要
な
も
の
、
濯
ぎ
も
の
に
関
す
る
総
説
的
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
新
福
尚
武
役

宮
下
直
之
「
山
陰
地
方
の
狐
つ
ぎ
に
つ
い
て
」
（
米
子
医
学
雑
誌
、
第
九
巻
第
二
号
、
一
九
五
八
年
）
、
新
福
尚
武
「
山
陰
地
方
の
狐
遍
き
に
つ
い

て
」
（
精
神
医
学
、
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
五
九
年
）
、
宮
本
忠
雄
・
小
田
晋
「
宗
教
病
理
」
（
「
異
常
心
理
学
講
座
』
第
五
巻
、
一
九
六
五
年
、
承
す
ず
書

房
・
東
京
）
、
稲
田
浩
「
祈
祷
性
精
神
病
に
つ
い
て
の
精
神
病
理
学
的
一
考
察
エ
ジ
ナ
遇
ぎ
、
狐
遍
き
、
お
よ
び
そ
の
症
状
変
遷
に
つ
い
て
」

（
岩
手
医
学
雑
誌
、
第
二
四
巻
第
五
号
、
一
九
七
二
年
）
、
吉
野
雅
博
「
感
応
精
神
病
と
祈
祷
精
神
病
」
（
『
現
代
精
神
医
学
大
系
』
６
Ｂ
、
一
九
七
八
年
、
中

山
書
店
・
東
京
）
、
宮
本
忠
雄
「
愚
依
状
態
Ｉ
比
較
文
化
精
神
医
学
の
観
点
か
ら
」
（
臨
床
精
神
医
学
、
第
八
巻
第
九
号
〔
特
集
・
遍
依
状
態
と
そ
の
周

辺
〕
、
一
九
七
九
年
）
、
佐
藤
親
次
「
葱
き
も
の
」
（
『
現
代
精
神
医
学
大
系
』
妬
、
一
九
八
一
年
、
中
山
書
店
・
東
京
）
は
い
ず
れ
も
島
村
論
文
に
言
及
し

て
い
な
い
。
と
く
に
新
福
が
こ
れ
に
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
地
元
で
あ
る
だ
け
に
、
島
村
論
文
が
い
か
に
わ
す
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
、
は
っ

き
り
し
め
し
て
い
る
。
『
狐
想
病
新
論
』
は
島
村
論
文
に
も
く
わ
し
く
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
一
九
七
三
年
に
こ
の
復
刻
版
が
で
て
か
ら
は
島
村

論
文
を
無
視
す
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
一
見
は
な
ぱ
な
し
い
わ
が
国
の
精
神
医
学
研
究
の
底
の
浅
さ
も
、
こ
こ
に
し
め
さ
れ
て
い
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る
。
狐
濯
ぎ
研
究
史
を
概
観
し
て
い
る
金
子
準
二
編
著
『
日
本
狐
遇
史
資
料
集
成
』
（
一
九
六
六
年
、
日
本
精
神
病
院
協
会
・
東
京
）
の
「
ま
え
が

き
」
、
ま
た
わ
が
国
の
愚
き
も
の
研
究
の
全
体
を
ま
と
め
て
い
る
石
塚
尊
俊
『
日
本
の
掻
き
も
の
』
（
一
九
五
九
年
、
未
来
社
・
東
京
）
、
ま
た
戦
前

の
も
の
で
は
、
喜
田
貞
吉
主
筆
の
『
民
族
と
歴
史
』
第
八
巻
第
一
号
（
愚
物
研
究
号
）
（
一
九
二
二
年
）
も
島
村
論
文
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

島
村
俊
一
の
「
島
根
県
下
狐
渥
病
取
調
報
告
」
は
『
東
京
医
学
会
雑
誌
』
第
六
巻
第
一
六
号
（
一
八
九
二
年
八
月
二
○
日
）
、
同
第
一
七
号
（
同

九
月
五
日
）
、
同
第
二
一
号
（
同
二
月
五
日
）
、
同
二
二
号
（
同
二
月
二
○
日
）
、
同
第
二
四
号
（
同
一
二
月
二
○
日
）
、
同
誌
第
七
巻
第
三
号
（
一

八
九
三
年
二
月
五
日
）
、
同
第
五
号
（
同
三
月
五
日
）
、
同
第
九
号
（
同
五
月
五
日
）
に
の
っ
た
。
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
員
で
あ
り
医
科
大
学
助
手
を

か
ね
て
い
た
は
ず
の
島
村
は
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
七
月
八
日
に
狐
瀝
病
取
り
調
べ
の
た
め
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
一
四
日
に
出
発
。

尾
道
で
一
名
の
狐
愚
病
患
者
を
承
、
一
三
日
松
江
到
着
。
出
雲
・
石
見
・
隠
岐
の
三
国
を
め
ぐ
り
啓
蒙
講
演
な
ど
も
し
、
八
月
二
九
日
に
松
江

を
た
っ
て
九
月
二
日
帰
京
。
そ
の
間
に
人
狐
（
ヒ
ト
ギ
ッ
ネ
あ
る
い
は
ニ
ン
コ
）
葱
き
二
九
名
（
男
九
、
女
二
○
）
、
犬
神
愚
き
（
外
道
週
き
）
二
名

（
男
一
、
女
一
）
、
狸
想
き
一
名
（
男
）
、
野
狐
想
き
二
名
（
男
）
の
計
三
四
名
（
男
一
三
、
女
一
二
）
を
承
た
。
だ
が
名
称
は
ち
が
っ
て
も
同
病
な
の

で
狐
愚
き
と
概
称
す
る
と
島
村
は
い
う
。
島
村
が
あ
げ
る
診
断
名
（
ク
レ
・
へ
リ
ン
体
系
前
の
も
の
で
あ
る
が
）
は
、
錯
迷
狂
〔
パ
ラ
ノ
イ
ャ
〕
四
、

躁
狂
四
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
狂
お
よ
び
ヒ
ス
テ
リ
ー
一
五
、
酒
精
中
毒
症
三
、
続
発
痴
狂
一
、
老
人
痴
狂
一
、
マ
ラ
リ
ヤ
お
よ
び
チ
フ
ス
三
、
関
節

炎
一
、
肺
癖
一
、
卵
巣
の
う
腫
一
・
狐
遍
き
と
さ
れ
る
状
態
像
は
、
躁
状
八
、
錯
迷
五
、
熱
性
譜
妄
五
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
発
作
一
五
、
腫
物
一
で

あ
る
。
患
者
が
狐
愚
き
と
み
と
め
ら
れ
た
時
期
は
、
噴
問
を
う
け
た
の
ち
に
自
白
し
て
が
一
○
名
（
男
四
、
女
六
）
、
他
よ
り
た
だ
ち
に
狐
遍
き

と
目
せ
ら
れ
た
も
の
二
四
名
（
男
九
、
女
一
五
）
と
な
っ
て
い
る
。

島
村
が
症
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
人
狐
瀝
き
一
五
名
（
男
四
、
女
二
）
、
野
狐
愚
き
一
名
（
男
）
で
、
記
載
に
よ
っ
て
狐
掻
き
症
状
の
程

度
を
み
る
と
、
狐
と
し
て
の
人
格
転
換
も
あ
っ
て
典
型
的
な
も
の
三
名
（
う
ち
一
名
で
は
ほ
か
に
狐
が
ふ
え
る
、
胸
を
お
す
な
ど
の
幻
覚
症
状
も
呈
す

る
）
、
狐
ら
し
い
行
動
も
あ
っ
て
症
状
が
ほ
ぼ
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
二
名
、
談
話
面
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
も
の
九
名
、
狐
愚
き
と
は
本
人

は
み
と
め
て
い
な
い
も
の
－
名
、
精
神
症
状
は
呈
し
て
い
な
い
が
卵
巣
の
う
腫
に
と
も
な
う
膳
部
の
痛
み
を
人
狐
の
出
入
す
る
た
め
と
信
じ
る
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も
の
一
名
で
あ
る
。
狐
遍
き
と
み
と
め
ら
れ
る
の
は
、
自
分
か
ら
狐
が
つ
い
て
い
る
と
い
つ
た
も
の
七
名
、
周
囲
か
ら
と
わ
れ
て
狐
愚
き
と
糸

と
め
た
も
の
四
名
、
周
囲
か
ら
せ
め
ら
れ
て
み
と
め
た
も
の
一
名
、
祈
祷
に
よ
り
狐
遍
き
と
さ
れ
て
本
人
も
そ
れ
を
み
と
め
た
も
の
三
名
、
祈

祷
に
よ
り
狐
遍
き
と
さ
れ
た
が
本
人
は
み
と
め
な
い
も
の
－
名
で
あ
っ
た
。
最
後
に
狐
持
ち
家
（
持
ち
筋
）
と
の
関
係
を
ゑ
る
と
、
隣
家
が
狐
持

ち
で
そ
こ
か
ら
狐
が
き
た
も
の
二
名
、
父
が
狐
持
ち
か
ら
の
借
金
を
か
え
し
て
い
な
い
も
の
－
名
、
狐
持
ち
よ
り
田
を
か
つ
た
の
で
狐
が
そ
れ

に
つ
い
て
き
た
も
の
－
名
、
と
と
の
わ
な
か
っ
た
縁
談
の
相
手
が
狐
持
ち
と
わ
か
っ
た
も
の
－
名
、
発
症
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
友
人
の
情
事

の
相
手
が
狐
持
ち
で
あ
る
も
の
－
名
、
と
六
名
で
狐
持
ち
家
と
の
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ま
た
一
名
で
は
、
幻
術
師
が
地
方
を
俳
個
し

て
よ
り
一
か
村
の
婦
人
ほ
と
ん
ど
が
多
少
と
も
人
狐
の
つ
く
と
こ
ろ
と
な
り
、
本
人
の
妹
お
よ
び
下
脾
も
お
な
じ
く
狐
愚
さ
れ
た
が
、
本
人
は

そ
れ
よ
り
二
○
年
間
に
わ
た
っ
て
人
狐
遍
き
状
態
に
あ
る
。
ま
た
一
名
で
は
曾
祖
父
が
狐
瀝
病
で
死
亡
し
て
い
る
。

島
根
県
で
も
出
雲
国
は
人
狐
地
帯
、
石
見
国
は
犬
神
の
ほ
う
が
お
お
く
、
隠
岐
国
は
狐
が
生
息
せ
ず
猫
瀝
き
は
あ
っ
て
も
狐
瀝
き
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
安
政
二
年
か
ら
人
狐
遍
き
が
ふ
え
て
き
た
と
い
う
。
島
村
論
文
は
、
広
義
狐
愚
き
が
全
国
で
も
も
っ
と
も
お
お
い
現
地
で
の
調

査
に
も
と
づ
く
だ
け
に
、
直
接
に
島
村
が
と
り
あ
げ
て
い
な
い
面
も
ふ
く
め
て
当
時
に
お
け
る
狐
瀝
き
の
実
態
を
い
き
い
き
し
め
し
て
い
る
。

島
村
論
文
に
つ
い
で
、
榊
俶
が
一
八
九
三
年
六
月
一
五
日
に
文
科
大
学
九
番
室
に
お
け
る
哲
学
会
例
会
で
講
演
し
た
「
狐
愚
病
に
就
て
」
は

『
哲
学
雑
誌
」
第
八
巻
第
七
八
号
、
第
七
九
号
（
一
八
九
三
年
八
月
一
○
日
、
九
月
一
○
日
）
に
の
っ
て
い
る
。
榊
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
で
い
う
狼
人

葛
の
言
息
扁
、
つ
ま
り
毎
百
昌
胃
。
凰
凶
に
な
ら
っ
て
、
狐
瀝
病
に
ど
。
胃
百
日
胃
。
冒
凶
と
い
う
学
名
を
あ
た
え
て
い
る
。
榊
が
そ
れ
ま
で
に

し
ら
べ
た
狐
遍
病
患
者
は
五
二
名
で
あ
る
が
、
日
患
者
自
身
は
そ
う
い
わ
ず
．
そ
う
お
も
っ
て
も
い
な
い
が
、
周
囲
が
し
い
て
狐
愚
病
で
あ
る

と
の
診
断
を
つ
け
た
も
の
、
Ｉ
な
か
に
は
患
者
が
周
囲
の
人
の
そ
う
い
う
態
度
に
便
乗
し
て
米
や
金
を
要
求
す
る
も
の
も
い
る
、
口
自
分
の

体
に
狐
が
つ
い
て
い
る
、
周
囲
に
狐
が
い
る
な
ど
の
妄
覚
に
も
と
づ
く
も
の
、
白
自
分
が
狐
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
妄
想
を
も
っ
て
そ
の
よ

う
な
言
動
を
呈
す
る
も
の
、
と
あ
る
、
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
例
を
あ
げ
て
い
る
。
榊
は
ま
た
同
年
一
○
月
二
七
日
の
東
京
医
学
会
第
一
二

二
例
会
第
二
席
と
し
て
「
狐
愚
病
」
の
講
演
を
し
、
そ
の
内
容
紹
介
は
『
東
京
医
学
会
雑
誌
』
第
七
巻
第
二
一
号
（
同
年
二
月
五
日
）
に
の
っ
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コ
ハ
一
種
ノ
変
形
的
妄
想
ロ
の
岸
旨
目
員

８
日
言
○
宮
の
ト
命
名
シ
タ
リ
」
と
あ
る
。

て
、
い
る
。
そ
の
内
容
は
上
記
に
ほ
ぼ
お
な
じ
い
が
、
「
第
三
種
〈
全
ク
自
己
ヲ
失
ヒ
テ
、
狐
ニ
ナ
リ
タ
リ
ト
信
ズ
ル
モ
ノ
ニ
テ
ソ
ノ
数
稀
ナ
リ
。

．
〈
一
種
ノ
変
形
的
妄
想
ロ
の
岸
旨
白
日
２
画
目
。
『
吾
。
爵
一
一
属
ス
ル
者
ニ
テ
、
欧
洲
ノ
狼
遍
病
、
犬
愚
病
二
同
ジ
ヶ
レ
ゞ
〈
、
同
君
〈
筐
。
Ｒ
‐

つ
ま
り
こ
ち
ら
で
は
筐
呂
の
冨
昌
胃
○
宮
秒
を
第
三
種
だ
け
に
あ
て
て
い
る
。
厚
百
日
言
ｏ
豆
圏
〕
９
口
脚
昌
言
○
宮
脚
（
犬
人
）
も
胃
。
閣
員
胃
。
直
画

（
獣
化
妄
想
）
の
一
種
で
あ
っ
て
、
こ
と
ば
の
本
来
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
産
。
胃
暦
日
胃
○
召
凶
は
榊
の
い
う
第
三
種
に
か
ぎ
る
の
が
た
だ
し
か
ろ

う
。
ち
な
み
に
、
『
人
狐
弁
惑
談
』
へ
の
頼
山
陽
序
文
に
「
人
狐
者
何
。
狐
而
人
者
也
」
と
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
ｚ
§
①
冨
邑
昏
弓
ｏ
冒
圏
の

謂
い
で
あ
る
。
な
お
榊
の
分
類
に
よ
っ
て
島
村
論
文
の
症
例
を
み
る
と
、
第
三
種
の
不
全
型
と
染
ら
れ
る
も
の
が
お
お
い
。

（
６
）

小
川
鼎
三
先
生
が
古
吉
店
で
か
い
も
と
め
ら
れ
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
呉
秀
三
編
『
奇
談
集
』
（
仮
題
）
全
八
冊
の
第
七
冊
に
精
神
病
者
対
話
速

記
集
抄
録
三
例
が
の
っ
て
お
り
、
う
ち
二
例
は
狐
愚
き
例
で
あ
る
。
狐
愚
き
で
は
な
い
第
三
例
の
と
こ
ろ
に
「
明
治
二
十
三
年
一
月
廿
七
日
筆

記
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
榊
の
臨
床
講
義
速
記
で
あ
る
ま
い
か
。
第
一
例
は
女
で
、
は
じ
め
普
通
に
応
答
し
て
い
る
が
、

体
の
諸
部
を
お
さ
え
ら
れ
る
と
途
端
に
人
格
転
換
し
て
狐
と
し
て
応
答
す
る
よ
う
に
な
り
、
圧
迫
を
と
れ
ば
も
と
の
人
格
と
し
て
応
答
す
る
、

榊
の
第
三
種
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
〔
こ
の
問
答
の
要
旨
は
、
「
狐
問
答
ほ
か
Ｉ
狐
想
ぎ
研
究
史
余
話
・
そ
の
－
１
」
、
科
学
医
学
資
料
研

究
、
第
一
二
号
、
一
九
八
三
年
、
に
の
せ
た
〕
。
第
二
例
は
男
で
あ
る
が
、
不
眠
・
幻
聴
・
追
跡
妄
想
を
も
っ
て
急
性
に
発
病
し
た
人
の
よ

く
だ

う
で
、
尻
に
尾
が
は
え
て
い
る
．
狐
が
つ
い
て
い
る
と
の
幻
聴
を
生
じ
、
さ
ら
に
、
毛
の
塊
の
よ
う
な
形
の
管
狐
を
承
た
と
の
べ
て
い
る
。
榊

の
い
う
第
二
種
で
あ
る
が
、
こ
の
例
の
狐
愚
き
症
状
は
二
次
的
に
で
て
い
る
。

島
村
、
榊
の
前
後
に
は
、
精
神
病
専
門
で
な
い
医
者
に
よ
る
狐
愚
き
の
報
告
が
二
つ
み
い
だ
さ
れ
た
。
若
杉
喜
三
郎
述
・
川
西
初
太
郎
筆
記

「
所
謂
『
狐
附
キ
』
患
者
ノ
実
験
」
（
医
事
新
聞
、
第
三
五
八
号
、
一
八
九
一
年
八
月
七
日
）
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
状
が
つ
づ
い
た
の
ち
に
狐
瀝
き
に

変
じ
た
例
を
報
告
し
て
い
る
。
患
者
は
新
潟
県
の
女
で
、
「
是
ヨ
リ
先
患
者
〈
越
後
国
出
湯
村
ノ
神
（
所
謂
オ
ン
ゞ
ハ
様
）
ヲ
信
シ
祈
祷
セ
シ
事
数

回
ア
リ
先
年
此
祈
祷
所
ヨ
リ
四
人
ノ
狐
附
キ
患
者
ヲ
出
タ
セ
シ
ヵ
皆
祈
祷
二
由
リ
テ
治
セ
リ
本
患
者
隣
家
ノ
妻
君
モ
亦
其
一
人
ナ
リ
ト
云
う
」
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四
、
呉
秀
三
、
荒
木
蒼
太
郎
、
門
脇
真
枝
ほ
か

呉
秀
三
（
一
八
六
五
’
一
九
三
二
）
の
狐
愚
き
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
『
呉
秀
三
著
作
集
・
第
一
巻
ｌ
医
史
学
篇
』
（
一
九
八
二
年
、
思

文
閣
出
版
・
京
都
）
の
「
解
説
」
で
も
ふ
れ
た
。
呉
の
教
科
書
『
呉
氏
精
神
病
学
集
要
』
前
編
（
一
八
九
四
年
、
呉
秀
三
・
東
京
）
は
、
「
証
候
通

（
マ
マ
）

論
」
の
「
妄
想
ノ
種
類
」
の
と
こ
ろ
で
、
獣
化
妄
想
と
は
別
に
愚
依
妄
想
に
つ
い
て
述
べ
「
支
那
之
ヲ
邪
崇
ト
云
う
我
邦
一
一
於
テ
ハ
狐
瀝
ヲ
以

テ
最
多
ト
ス
」
と
し
、
「
狐
渥
証
乞
。
胃
３
昌
胃
。
ｐ
の
（
普
冨
ｇ
」
に
つ
き
二
・
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
の
べ
、
そ
れ
を
、
妄
想
に
発
す
る
も
の
、
妄

覚
に
発
す
る
も
の
、
本
人
意
識
の
変
常
に
発
す
る
も
の
と
わ
け
て
い
る
。
『
中
外
医
事
新
報
』
第
三
九
三
’
三
九
六
号
（
一
八
九
六
年
八
月
五
日
、

二
○
日
、
九
月
五
日
、
二
○
日
）
の
「
涯
纂
」
欄
に
の
っ
た
「
狐
二
関
ス
ル
載
籍
ノ
稽
孜
（
雑
抄
十
一
）
」
は
、
主
と
し
て
蔦
廼
主
人
『
霊
獣
雑
記
』

に
よ
っ
て
狐
に
つ
い
て
の
古
文
献
を
あ
つ
め
た
も
の
で
あ
る
（
『
雑
抄
」
は
一
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
私
家
版
で
、
一
八
九
七
年
七
月
三
一
日
に
出
版

呉
が
狐
瀝
き
を
本
格
的
に
調
査
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
八
九
六
年
に
『
芸
備
医
事
』
誌
上
に
何
号
か
に
わ
た
り
、
「
『
タ
ウ
ビ

ャ
ゥ
』
及
犬
神
二
関
ス
ル
見
聞
文
書
及
各
家
ノ
実
験
ノ
寄
贈
ヲ
糞
望
ス
」
る
む
ね
の
広
告
を
の
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
こ
れ
に
こ
た
え

て
呉
に
よ
せ
ら
れ
た
文
書
一
○
通
が
の
こ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
点
を
し
る
し
て
お
こ
う
。

と
あ
る
。
〔
若
杉
は
、
一
八
八
九
年
医
科
大
学
卒
で
内
科
。
〕
伊
藤
準
三
「
狐
遍
病
二
就
テ
（
ご
胃
旬
昌
①
胃
。
言
胃
“
の
鵠
の
目
鼻
．
」
（
東
京
医
事
新

誌
、
第
八
二
五
号
、
一
八
九
四
年
一
月
二
○
日
）
は
、
鳥
取
県
米
子
町
に
転
住
し
て
経
験
し
た
慢
性
狐
愚
病
（
四
○
歳
婦
人
の
人
狐
遇
き
）
を
報
告
し

て
い
る
。
論
文
の
最
後
に
は
ベ
ル
ッ
説
を
紹
介
し
た
の
ち
に
「
教
授
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
グ
氏
日
本
ノ
狐
瀝
病
二
就
テ
曰
ク
日
本
ノ
人
狐
二
於
ケ
ル

猶
ホ
官
テ
欧
洲
ノ
悪
魔
二
於
ル
ガ
如
シ
ト
」
と
か
い
て
い
る
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
眼
科
教
授
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク
が
一
八
九
二
年
に
来
日
し
た

さ
い
か
つ
て
の
門
弟
榊
か
ら
で
も
狐
遍
ぎ
に
つ
い
て
き
か
さ
れ
、
な
に
か
発
言
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
〔
伊
藤
は
若
杉
と
同
学
年
、
外
科
専
攻
、

の
ち
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
長
も
つ
と
め
た
。
〕

さ
れ
た
）
。
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目
胃
痙
の
婦
人
。
そ
の
伜
の
談
で
は
、
病
婦
の
夫
の
大
工
が
、
尾
道
郵
便
局
新
築
の
さ
い
酒
呑
み
の
大
工
の
雇
い
入
れ
を
こ
と
わ
っ
た
と

こ
ろ
、
こ
の
の
ち
病
婦
が
難
治
の
胃
痙
に
か
か
り
、
山
伏
の
祈
祷
に
よ
り
例
の
大
工
か
ら
犬
神
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
大
工

の
出
身
地
尾
道
郡
向
島
東
村
に
犬
神
の
小
堂
あ
り
、
村
内
の
も
の
は
み
な
こ
の
犬
神
を
信
じ
、
自
分
に
不
利
な
こ
と
が
あ
る
と
犬
神
を
つ
か
わ

し
て
相
手
に
危
害
を
く
わ
え
て
い
る
。
あ
る
男
が
暗
夜
に
犬
神
堂
を
こ
わ
し
た
と
こ
ろ
、
数
日
後
に
神
経
症
状
を
発
し
て
、
堂
宇
を
こ
わ
し
た

の
は
自
分
だ
と
ふ
れ
た
。
〔
こ
の
よ
う
な
、
あ
ら
わ
な
形
の
犬
神
信
仰
は
ま
れ
で
あ
る
。
〕

Ｑ
一
五
歳
男
が
感
冒
の
と
き
興
奮
し
て
、
隣
家
の
外
道
持
ち
の
嫁
が
外
道
を
つ
け
て
父
を
こ
ろ
す
と
い
っ
て
い
る
と
大
騒
ぎ
。
往
診
し
て

患
者
に
と
う
と
「
柚
と
餅
と
が
お
し
く
て
き
た
」
と
い
う
（
隣
家
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
）
。
神
官
が
き
て
患
者
に
餅
・
柚
を
も
た
せ
「
か
え
れ
／
、
」

と
い
う
と
、
隣
家
に
い
た
っ
て
餅
・
柚
を
な
げ
た
が
、
外
道
の
お
ち
た
様
子
な
し
。
麻
酔
剤
を
あ
た
え
た
が
不
眠
・
興
奮
が
つ
づ
き
、
二
か
月

半
で
旧
に
復
し
た
。
〔
現
三
次
市
近
傍
高
宮
町
。
〕

ゲ

ト
ウ

白
「
世
二
謂
フ
所
ノ
犬
神
ヲ
郷
里
二
外
道
又
〈
道
病
ト
唱
フ
（
道
病
〈
外
道
病
ノ
略
唱
ナ
ラ
ン
）
此
外
道
〈
何
レ
ノ
時
ヨ
リ
カ
村
落
ノ
内
ニ

ニ
戸
又
〈
五
戸
六
戸
ト
彼
レ
ハ
外
道
ヲ
持
ダ
ル
家
係
ト
謂
伝
エ
其
家
ノ
婦
女
ヲ
迎
フ
ル
時
〈
世
間
一
一
テ
外
道
係
統
ト
シ
縁
組
〈
勿
論
交
際
ヲ
自

然
二
遠
ケ
ル
ニ
至
配
偶
後
村
内
外
村
ニ
テ
同
病
者
其
家
コ
ー
リ
来
ル
ト
謂
依
テ
自
然
一
一
遠
サ
ヶ
ル
風
俗
ト
ス
全
ク
此
ノ
外
道
係
統
家
ノ
人
（
婦
女

多
乙
他
人
一
一
怨
ミ
ァ
ル
カ
衣
類
器
物
装
飾
品
飲
食
物
他
人
ノ
生
活
二
羨
ミ
ァ
レ
ハ
（
金
銭
財
産
ヲ
羨
ム
ハ
少
シ
）
直
チ
｜
一
頭
痛
或
〈
腹
筋
掌
急

肩
神
経
痛
歯
痛
ヲ
発
シ
次
二
種
を
ナ
ル
怨
又
〈
羨
ミ
ヲ
謂
近
隣
数
人
寄
り
合
上
間
尋
ヌ
レ
ハ
初
メ
ハ
更
二
何
レ
ョ
リ
来
ヲ
謂
ハ
ス
半
日
或
〈
一

日
ニ
シ
テ
追
為
其
来
所
之
家
来
リ
タ
ル
所
謂
ヲ
曰
二
至
り
又
何
月
何
日
二
誰
ノ
家
エ
行
誰
ヲ
困
ラ
セ
タ
リ
甲
之
家
ニ
テ
何
ヲ
食
ス
乙
ノ
家
ニ
テ

家
族
中
是
壷
之
談
シ
ヲ
シ
タ
リ
ト
テ
其
謂
事
他
｝
一
洩
ル
ナ
キ
話
又
ハ
食
品
謂
所
事
実
一
一
違
う
ナ
シ
初
メ
テ
世
人
ヲ
驚
カ
ス
事
ア
リ
隣
家
ノ
人
ノ

説
諭
ス
レ
ハ
怨
ミ
ナ
キ
者
〈
其
持
主
ノ
近
辺
二
赤
飯
握
ヲ
持
行
位
ヒ
ノ
約
束
ニ
テ
病
人
突
然
戸
外
逃
出
倒
テ
後
其
人
敢
テ
平
素
一
一
異
ル
ナ
シ
本

人
更
二
病
中
之
事
井
一
一
飲
食
シ
タ
ル
事
ヲ
不
知
更
二
身
躰
一
一
衰
弱
ヲ
不
蒙
其
経
過
〈
一
定
セ
ス
短
キ
ハ
ー
日
永
キ
ハ
数
日
ニ
ワ
タ
ル
通
常
五
日

以
内
ト
ス
」
。
〔
原
文
の
ま
ま
全
体
、
た
だ
し
「
道
病
」
の
書
き
方
は
一
般
的
で
な
い
。
〕
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と
ご
う
ち

（
７
）

㈲
「
尼
子
四
郎
君
寄
セ
ラ
ル
戸
河
内
村
犬
神
ノ
概
況
」
。
戸
河
内
村
は
尼
子
の
出
身
地
で
、
広
島
県
の
西
北
隅
、
太
田
川
の
源
流
地
帯
に
な

る
。
尼
子
報
告
に
は
、
一
部
落
に
お
け
る
犬
神
持
ち
の
在
所
を
示
す
地
図
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
「
狐
問
答
ほ
か
Ｉ
狐
遍
き

研
究
史
余
話
・
そ
の
一
Ｉ
」
に
ほ
ぼ
全
文
を
か
か
げ
た
の
で
省
略
す
る
が
、
「
犬
神
持
ノ
人
広
島
近
芳
二
至
り
天
文
台
ヲ
望
ム
地
ヲ
踏
メ
ゞ
〈

他
人
二
附
ケ
ル
事
能
ハ
ズ
〔
中
略
〕
是
し
犬
神
ガ
其
人
一
一
附
キ
至
ル
能
ハ
ス
其
人
広
島
ヨ
リ
出
ツ
レ
ハ
途
中
ヨ
リ
又
其
人
二
随
伴
ス
」
と
あ
る

患
史
の
点
描
」
に
ほ
ぼ
全
文
を
あ
げ
た
。
〕

㈲
「
尼
子
四
郎
君
寄
セ
ラ
ル
戸
河
内
碁

る
。
尼
子
報
告
に
は
、
一
部
落
に
お
ナ
ス

⑥
一
二
歳
男
、
外
道
持
ち
と
い
わ
れ
る
家
に
奉
公
し
て
い
て
、
二
泊
の
休
翠
を
も
ら
っ
て
実
家
に
一
二
泊
し
て
か
え
ろ
う
と
し
て
腹
痛
、

「
な
に
や
ら
く
い
つ
く
」
と
さ
わ
ぐ
。
主
家
か
ら
も
ら
っ
た
単
衣
、
麦
藁
帽
子
を
た
ず
さ
え
主
家
の
親
戚
に
い
っ
て
か
え
す
と
同
時
に
、
患
者

は
大
息
し
て
本
心
に
も
ど
っ
た
、
と
そ
の
父
よ
り
。
〔
現
三
次
市
近
傍
高
宮
町
？
〕

㈲
一
二
、
三
歳
の
男
感
冒
に
な
っ
て
の
ち
大
食
、
「
他
よ
り
き
た
」
と
い
う
。
傍
人
ら
劇
間
す
れ
ば
「
か
し
た
米
な
ど
か
え
さ
ぬ
の
で
き

た
」
と
。
赤
飯
を
た
き
法
人
（
神
官
、
山
伏
の
類
い
）
を
た
の
ん
で
い
の
り
、
そ
の
方
角
に
お
く
り
だ
そ
う
と
門
外
に
で
た
と
こ
ろ
患
者
た
お
れ

て
人
事
不
省
と
な
り
、
わ
れ
に
か
え
っ
て
漸
次
醒
覚
し
元
気
に
復
し
た
。
ま
た
一
八
、
九
歳
の
女
感
冒
様
で
治
せ
ず
、
往
診
す
る
に
拒
否
的
。

母
に
き
く
と
、
「
こ
の
娘
を
所
望
し
た
の
に
く
れ
な
い
の
で
つ
い
た
」
と
い
っ
た
と
。
法
人
に
い
の
っ
て
も
ら
い
、
「
も
と
の
家
に
か
え
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
結
局
一
○
日
ほ
ど
で
衰
弱
し
、
痙
華
を
発
し
て
死
亡
し
た
。
〔
現
在
庄
原
市
、
こ
の
第
二
例
は
「
わ
が
国
の
精
神
疾

四
「
タ
ゥ
ビ
ャ
ゥ
」
と
は
蛇
の
類
で
そ
の
形
状
「
上
需
ハ
カ
リ
」
に
似
る
。
五
、
六
尾
か
ら
三
、
四
○
尾
が
先
の
も
の
の
尾
先
を
く
わ
え
て

つ
づ
い
て
走
行
す
る
。
「
タ
ウ
ビ
ャ
ウ
」
の
あ
る
家
を
「
タ
ウ
ビ
ャ
ウ
」
筋
と
い
う
。
そ
の
家
の
者
が
金
銭
物
品
の
こ
と
で
他
家
の
者
を
う
ら

む
と
、
「
タ
ゥ
ピ
ャ
ゥ
」
が
た
た
っ
て
発
狂
し
た
よ
う
に
な
る
。
モ
ヒ
大
量
皮
下
注
で
も
ね
む
ら
ず
、
怨
桑
の
物
を
つ
け
て
「
タ
ウ
ビ
ャ
ウ
」

持
ち
の
家
に
病
者
を
随
行
す
る
と
、
「
い
ま
か
え
っ
た
」
と
い
っ
て
病
者
は
た
お
れ
て
人
事
不
省
と
な
る
。
そ
れ
を
つ
れ
か
え
る
と
、
半
日
か

ら
一
日
ね
む
っ
て
、
さ
め
た
よ
う
に
健
康
に
復
す
る
。
犬
神
も
人
を
な
や
ま
す
と
き
は
同
様
。
外
道
と
い
う
は
鼠
に
に
て
鼠
よ
り
大
な
る
も
の

で
あ
る
。
〔
現
三
次
市
近
傍
。
〕
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こ
と
は
、
文
明
開
化
と
葱
き
も
の
と
の
関
係
を
し
め
し
て
興
味
ふ
か
い
。

㈹
三
八
歳
男
、
周
囲
に
狐
が
お
り
寝
具
に
狐
の
毛
が
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
。
抱
水
ク
ロ
ラ
ル
、
モ
ル
ヒ
ネ
、
臭
剥
な
ど
で
き
か
ず
。
そ

の
の
ち
家
族
が
神
主
を
よ
ん
だ
と
こ
ろ
、
金
穀
が
お
お
い
の
を
う
ら
や
ん
で
ど
こ
ど
こ
か
ら
き
た
狐
だ
、
と
い
う
。
神
主
に
せ
め
ら
れ
て
「
か

え
る
」
と
戸
口
に
は
し
り
で
て
た
お
れ
、
人
事
不
省
と
な
り
、
そ
れ
よ
り
ね
か
せ
て
お
い
た
。
報
告
者
は
翌
日
往
診
し
て
、
こ
の
こ
と
を
き
き

し
っ
た
が
、
患
者
本
人
に
こ
の
記
憶
は
な
い
。
頭
痛
あ
り
臭
剥
を
あ
た
え
て
全
治
。
家
族
の
話
し
で
は
「
古
来
ノ
話
二
邪
気
（
狐
狸
犬
神
ト
ー

ヒ
ョ
ゥ
等
ノ
付
キ
タ
惣
名
）
ナ
レ
ハ
如
何
ナ
ル
良
薬
ニ
テ
モ
邪
気
ガ
妨
ケ
ヲ
シ
テ
薬
効
ヲ
見
セ
ズ
ト
云
う
」
。
邪
気
が
つ
く
の
は
一
○
中
八
、
九

女
で
ヒ
ス
テ
リ
ー
家
に
お
お
い
。
邪
気
が
つ
く
と
い
う
の
も
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
特
異
症
状
と
は
お
も
う
が
、
文
字
な
き
者
が
文
字
を
か
い
た
り
、

人
智
に
し
り
え
ざ
る
こ
と
を
し
る
な
ど
の
点
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
し
て
は
不
思
議
で
あ
る
。

㈹
明
治
一
八
年
石
州
津
和
野
狐
騒
動
の
こ
と
。
某
の
妻
一
五
歳
は
四
月
に
も
ら
っ
た
が
、
七
月
よ
り
不
思
議
の
こ
と
あ
り
、
一
二
月
に
は

い
り
飯
櫃
が
な
く
な
る
、
と
い
だ
米
の
う
え
に
下
駄
が
お
い
て
あ
る
、
い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
な
く
な
り
、
天
井
よ
り
蜜
柑
が
ま
か
れ
る
な
ど
の

こ
と
あ
り
。
祈
祷
に
よ
り
こ
の
女
に
狐
が
つ
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
と
い
た
だ
す
と
、
自
分
は
野
狐
で
あ
り
、
油
揚
げ
を
そ
な
え
ら
れ
て
某

き
よ
と

（
夫
）
を
く
い
こ
ろ
す
よ
う
清
門
な
る
も
の
に
た
の
ま
れ
た
が
、
某
は
気
丈
夫
の
者
な
の
で
女
の
ほ
う
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
悪
さ
を
し
た
、
と
の

べ
た
。
狐
に
か
え
る
よ
う
に
い
う
と
、
女
は
家
を
で
て
四
、
五
間
先
で
た
お
れ
、
約
の
よ
う
に
一
五
、
六
間
先
で
狐
が
な
き
、
女
は
目
が
さ
め

た
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
狐
の
こ
と
が
評
判
に
な
り
、
清
門
が
狐
に
山
に
か
え
れ
と
い
う
と
、
一
度
人
に
つ
い
た
狐
は
野
狐
に
は
も
ど
れ
ぬ
規

則
だ
と
い
う
の
で
、
稲
荷
大
明
神
に
大
鯛
一
匹
と
油
揚
げ
一
○
枚
と
を
そ
な
え
て
ま
つ
り
、
そ
の
狐
を
か
え
し
た
。
〔
発
端
の
不
思
議
の
諸
事

件
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
う
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
に
に
て
い
る
・
〕

⑤
狐
が
つ
い
て
脂
肪
を
吸
収
さ
れ
る
と
さ
わ
い
だ
六
一
歳
女
、
人
を
さ
け
暗
所
を
こ
の
む
の
で
郷
人
が
狐
遍
き
と
し
た
一
五
の
娘
、
発
狂

し
て
近
隣
の
人
が
犬
神
遍
き
と
し
た
二
七
歳
女
に
つ
い
て
の
簡
単
な
報
告
。
〔
松
江
市
お
よ
び
周
辺
。
〕

こ
れ
ら
の
う
ち
い
、
。
、
四
’
㈹
は
広
島
県
内
の
医
者
に
よ
る
報
告
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
向
島
は
尾
道
市
の
む
か
い
の
島
で
、
あ
と
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第
三
高
等
学
校
（
現
岡
山
大
学
医
学
部
）
教
授
で
あ
っ
た
荒
木
蒼
太
郎
（
一
八
六
九
’
一
九
三
二
）
は
、
官
命
を
う
け
て
一
九
○
○
年
（
明
治
三

三
年
）
三
月
二
六
日
’
四
月
一
○
日
と
徳
島
県
の
吉
野
川
上
流
の
三
好
郡
、
美
馬
郡
を
調
査
し
た
。
三
好
郡
「
池
田
村
〈
古
来
犬
神
ノ
淵
藪
ト

称
セ
ラ
レ
村
民
概
ネ
皆
其
附
遍
ヲ
信
シ
感
冒
加
多
児
結
膜
炎
其
他
一
切
ノ
疾
ア
ル
ト
キ
病
者
先
シ
自
ラ
之
ヲ
犬
神
二
帰
シ
傍
人
モ
亦
随
テ
其
附

愚
ナ
リ
ト
信
ス
」
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
「
徳
島
県
下
ノ
犬
神
愚
及
上
狸
瀝
二
就
キ
テ
」
（
中
外
医
事
新
報
、
第
四
八
五
、
四
八
六
号
、
一
九
○
○
年
六

呉
は
つ
い
で
『
婦
人
衛
生
会
雑
誌
』
第
一
五
七
号
（
一
九
○
二
年
一
二
月
一
五
日
）
に
の
っ
た
講
演
「
狐
つ
ぎ
の
話
」
で
、
狐
つ
き
と
い
わ
れ

る
も
の
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
関
係
が
ふ
か
い
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
す
こ
し
手
を
い
れ
た
も
の
が
「
狐
遍
病
と
『
ヒ
ス
テ
リ
ー
』
と
の
関
係
」

の
題
で
、
井
上
通
泰
監
修
の
『
家
庭
衛
生
叢
耆
」
第
四
編
（
一
九
○
五
年
、
博
文
館
・
東
京
）
に
の
っ
た
。
ま
た
、
「
知
ト
信
Ｉ
誤
惑
ト
迷
信
ト

妄
想
」
（
人
性
、
第
一
巻
第
三
’
五
号
、
一
九
○
五
年
六
月
一
○
日
、
七
月
一
○
日
、
八
月
一
○
日
）
で
は
、
四
五
歳
、
山
口
県
萩
の
女
が
、
狐
が
人
の

声
色
を
つ
か
い
狐
火
が
さ
か
ん
に
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
い
う
の
を
、
こ
れ
は
妄
想
で
は
な
く
て
幻
覚
を
地
方
の
迷
信
に
も
と
づ
き
解
釈
し
た
も
の

は
中
国
山
地
に
は
い
っ
た
山
村
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
尼
子
報
告
に
あ
る
天
文
台
の
こ
と
と
と
も
に
、
当
時
に
お
け
る
愚
き
も
の
の
分
布

を
し
め
し
て
興
味
ふ
か
い
。
ま
た
、
瀝
き
も
の
を
医
者
た
ち
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
関
連
づ
け
て
は
い
る
が
、
㈹
に
み
る
よ
う
に
、
愚
き
も
の
現
象

に
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
み
て
い
た
。

さ
て
、
呉
の
年
譜
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
留
学
へ
た
つ
直
前
の
一
八
九
七
年
「
六
月
十
一
日
学
術
取
調
ノ
為
山
口
広
島
島
根
三
県
下
へ
出
張
ヲ

命
ズ
帝
国
大
学
」
と
あ
る
。
地
域
か
ら
み
て
も
こ
れ
は
狐
遇
き
調
査
の
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
に
も
と
づ
く
報
告
は
ゑ
い
だ

し
え
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
、
か
か
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
呉
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中
に
か
ぎ
は
じ
め
た
《
《
○
の
い
。
匡
。
胃
①
号
壗
屏
言
蔑
昌
‐

己
①
旨
愚
息
国
璽
》
は
、
ク
ラ
フ
ト
ー
エ
ビ
ン
グ
教
授
在
職
三
○
年
祝
賀
論
文
と
し
て
《
曽
言
ｇ
ｇ
ｇ
宮
馬
鹿
胃
冨
四
国
①
自
己
Ｚ
の
目
。
旨
唱
。
》
》
第
二

三
巻
（
一
九
○
三
年
）
に
の
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
片
倉
鵺
陵
『
静
倹
堂
治
験
』
第
一
巻
の
記
載
に
よ
っ
て
、
江
戸
神
田
の
一
八
歳
の
娘
の
狐
葱
ぎ

例
が
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
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月
五
日
、
六
月
二
○
日
）
に
発
表
さ
れ
た
。
荒
木
が
み
た
の
は
主
と
し
て
榊
の
第
三
種
、
つ
ま
り
人
格
転
換
を
き
た
し
た
例
で
あ
る
。
荒
木
が
あ

げ
る
二
○
例
中
犬
神
瀝
き
は
一
二
例
（
う
ち
一
例
は
肩
関
節
障
害
で
人
格
転
換
は
し
め
さ
な
い
）
、
生
き
霊
お
よ
び
犬
神
の
遇
き
が
一
例
、
犬
神
お
よ

び
狸
の
愚
き
が
二
例
、
生
き
霊
愚
き
が
一
例
、
狸
愚
き
が
四
例
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
葱
き
も
の
は
妄
想
は
し
め
す
が
、
人
格
転
換
を
し
め

さ
な
い
例
を
経
験
し
て
い
る
。
計
一
五
例
の
犬
神
愚
き
の
う
ち
一
三
例
で
は
そ
の
犬
神
が
ど
の
犬
神
筋
か
ら
き
た
か
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
一

例
で
は
犬
神
は
数
家
か
ら
き
て
い
る
。
狸
は
家
筋
に
関
係
な
く
、
山
神
や
山
に
属
し
て
い
る
。

荒
木
は
つ
づ
い
て
「
附
愚
狂
二
就
キ
テ
」
（
中
外
医
事
新
報
、
第
四
九
三
号
、
一
九
○
○
年
一
○
月
五
日
）
を
発
表
し
て
い
る
。
六
例
は
岡
山
県
備

中
国
吉
備
郡
園
村
に
集
団
発
生
し
た
急
性
の
狸
掻
き
例
（
男
二
、
女
四
）
。
一
例
は
金
神
瀝
き
、
一
例
は
狸
愚
き
、
一
例
は
狸
、
蛇
、
兎
、
婚
畭
、

狐
が
順
次
あ
る
い
は
同
時
に
つ
い
た
も
の
。
あ
と
の
三
例
は
い
ず
れ
も
岡
山
市
の
住
人
で
、
女
一
、
男
二
で
あ
る
。

荒
木
の
こ
の
二
論
文
も
、
ま
っ
た
く
わ
す
れ
ら
れ
て
。
あ
る
い
は
無
視
さ
れ
て
い
た
／
・

門
脇
真
枝
（
一
八
七
二
’
一
九
二
五
）
の
『
狐
愚
病
新
論
』
（
片
山
國
嘉
校
閲
、
一
九
○
二
年
発
行
）
は
、
東
京
府
巣
鴨
病
院
に
入
院
し
た
狐
愚
証

あ
る
患
者
二
三
名
（
男
六
○
、
女
五
三
）
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
門
脇
は
一
八
九
七
’
一
九
○
一
年
と
巣
鴨
病
院
医
員
兼
医
科
大

学
助
手
で
あ
っ
た
が
、
「
緒
言
」
に
は
「
去
る
明
治
二
十
九
年
の
こ
と
異
か
よ
予
は
帝
国
医
科
大
学
教
授
故
榊
博
士
の
教
室
に
在
り
同
博
士
及

呉
博
士
の
懇
切
な
る
指
導
の
下
に
之
が
研
究
に
従
事
し
」
と
あ
る
。
助
手
と
な
る
前
年
に
副
手
と
し
て
で
も
あ
っ
た
も
の
か
。
と
も
か
く
も
、

一
八
九
六
年
に
つ
く
っ
た
資
料
を
の
ち
に
増
補
し
か
き
あ
ら
た
め
た
よ
う
で
あ
る
。
門
脇
は
狐
遍
証
の
原
因
と
な
る
症
状
を
、
情
調
障
害
、
精

神
知
覚
機
関
の
障
害
（
妄
覚
）
、
連
想
作
用
の
障
害
（
妄
想
）
、
自
家
意
識
障
害
、
精
神
病
感
染
作
用
と
わ
け
て
論
じ
、
妄
想
か
ら
く
る
も
の
が
も

っ
と
も
お
お
く
、
妄
覚
よ
り
く
る
も
の
、
情
調
障
害
か
ら
く
る
も
の
が
そ
れ
に
つ
ぐ
、
と
い
う
。
病
名
と
し
て
は
躁
狂
、
偏
執
狂
が
最
多
で
、

妄
覚
狂
、
臓
躁
狂
が
そ
れ
ら
に
つ
い
で
い
る
。
だ
が
門
脇
は
、
患
者
の
出
身
地
や
持
ち
筋
と
の
関
係
な
ど
に
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
が
国
に
お
け

る
狐
愚
き
の
特
徴
点
を
え
が
き
だ
し
て
い
な
い
。
こ
の
本
は
復
刻
版
が
で
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
治
時
代
に
お
け
る
狐
遍
き
研
究
の
代
表

と
さ
れ
る
が
、
上
記
の
点
は
な
は
だ
も
の
た
り
な
い
。
と
は
い
え
、
当
時
東
京
の
精
神
科
病
院
に
入
院
し
た
患
者
の
う
ち
に
狐
愚
証
を
呈
す
る
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も
の
が
か
な
り
多
数
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
め
さ
れ
て
い
る
。
門
脇
は
こ
の
ほ
か
に
、
一
九
○
二
年
一
二
月
一
五
日
発
行
の
『
国

家
医
学
会
雑
誌
』
第
一
八
八
号
に
「
狐
瀝
証
研
究
の
一
節
」
を
の
せ
、
ま
た
一
九
○
三
年
四
月
二
日
の
日
本
神
経
学
会
第
二
次
総
会
で
「
狐
遍

症
ヲ
論
ズ
」
を
報
告
し
た
（
神
経
学
雑
誌
、
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
○
三
年
）
が
、
と
も
に
前
記
著
書
結
論
部
分
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

主
さ
た
け

一
九
○
四
年
四
月
二
日
の
日
本
神
経
学
会
第
三
次
総
会
で
は
森
田
正
馬
（
一
八
七
四
’
一
九
三
八
）
は
「
土
佐
二
於
ケ
ル
犬
神
二
就
テ
」
を
報

告
し
た
（
神
経
学
雑
誌
、
第
三
巻
第
三
号
、
一
九
○
四
年
）
。
森
田
は
犬
神
の
ほ
か
に
狸
、
死
霊
、
生
き
霊
、
猿
、
天
魔
、
長
縄
、
蛇
、
狐
な
ど
の

遇
き
も
み
た
〔
四
国
に
も
狐
は
い
た
の
で
あ
る
〕
。
三
六
例
（
男
五
、
女
三
一
）
の
病
症
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
・
ヒ
ス
テ
リ
ー
性
・
ヒ
ス
テ
リ
ー
狂

が
計
二
、
早
発
凝
狂
四
、
神
経
性
四
で
、
あ
と
は
主
と
し
て
身
体
疾
患
で
あ
る
。
人
格
転
換
が
こ
の
瀝
き
も
の
の
本
来
の
症
状
で
あ
る
が
、

（
８
）

患
者
の
一
部
に
こ
こ
ろ
み
た
催
眠
術
で
犬
神
瀝
き
と
同
様
の
状
態
を
お
こ
し
た
も
の
が
四
名
い
た
。

『
神
経
学
雑
誌
』
第
六
巻
第
一
○
号
（
一
九
○
八
年
一
月
五
日
）
に
の
っ
た
後
藤
省
吾
「
遇
依
妄
想
二
就
テ
」
は
、
四
八
例
（
男
三
二
、
女
一
六
）

に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
つ
い
た
の
は
、
狐
が
二
二
、
狐
お
よ
び
他
動
物
が
四
、
狐
お
よ
び
神
仏
魔
の
類
い
六
、
他
の
動
物
六
、
神
仏
一
○

で
あ
る
。
後
藤
報
告
の
こ
ろ
に
は
、
呉
が
導
入
し
た
ク
レ
・
へ
リ
ン
の
精
神
疾
患
分
類
体
系
は
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
が
、
後
藤
例
の
原
疾
患
は
早

発
擬
狂
二
三
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
狂
一
三
、
麻
痒
狂
七
、
妄
覚
狂
三
、
躁
鯵
狂
一
、
麓
憂
狂
一
で
あ
る
。
後
藤
は
こ
の
こ
ろ
東
京
脳
病
院
の
院
長
を

し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
同
病
院
入
院
患
者
で
あ
ろ
う
（
門
脇
報
告
で
も
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
遇
き
も
の
患
者
で
も
入
院
患
者
と
な
る
と
男
が
お
お
く

な
る
）
。
全
例
中
で
狐
瀝
き
が
過
半
数
を
し
め
る
こ
と
、
原
疾
患
と
し
て
早
発
擬
狂
お
よ
び
ヒ
ス
テ
リ
ー
狂
の
お
お
い
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で

明
治
時
代
に
お
け
る
狐
遍
き
を
中
心
と
す
る
瀝
き
も
の
の
医
学
的
研
究
を
概
観
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
哲
学
者
井
上
圓
了
（
一
八
五
八
’
一

九
一
九
）
の
啓
蒙
活
動
に
ふ
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
井
上
が
「
妖
怪
学
」
と
よ
ん
だ
の
は
、
物
怪
心
怪
（
つ
ま
り
、
物
理
的
怪
奇
現
象
お
よ
び
心

理
的
怪
奇
現
象
）
を
学
問
的
に
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
井
上
の
妖
怪
学
研
究
は
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
に
は
じ
ま
り
、
一
八
八
六
年
に

は
第
一
回
の
不
思
議
研
究
会
を
ひ
ら
き
、
ま
た
『
哲
学
館
講
義
録
』
に
「
妖
怪
学
講
義
」
を
の
せ
た
。
一
九
○
○
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
妖
怪
学

弾
峰
〉
つ
）
○

聖
の
〉
Ｃ
Ｏ
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雑
誌
』
の
全
体
が
「
妖
怪
学
講
義
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
の
ち
に
大
冊
の
『
妖
怪
学
』
一
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
渥
蛍
苧
も
の
に

（
９
）

つ
い
て
の
啓
蒙
的
記
述
も
か
な
り
の
部
分
を
し
め
て
い
る
。

注

（
１
）
「
ト
ゥ
ビ
ョ
ウ
」
と
は
、
土
瓶
の
の
な
か
で
か
わ
れ
る
も
の
で
、
「
土
瓶
」
の
字
を
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
お
お
い
。
わ
が
国
で
は
、
動
物
神
の
な
か
で

は
狐
よ
り
は
蛇
が
は
る
か
に
ふ
る
い
。
し
か
も
信
仰
の
対
象
と
し
て
蛇
が
か
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
す
る
と
、
本
来
は
蛇
で
あ
っ
た
「
ト
ウ
ビ
ョ

ゥ
」
が
の
ち
狐
に
侵
食
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
一
般
に
あ
げ
ら
れ
る
記
録
で
は
狐
想
き
が
歴
史
的
に
も
ふ
る
い
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
遇
き
も
の

の
原
初
的
な
も
の
と
し
て
蛇
遇
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
か
ん
が
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２
）
こ
の
絵
は
『
図
録
日
本
医
事
文
化
資
料
集
成
』
第
四
巻
（
一
九
七
八
年
）
お
よ
び
中
野
操
『
錦
絵
医
学
民
俗
志
』
（
一
九
八
○
年
、
金
原
書
店
・
東

（
３
）
東
京
大
学
医
学
図
書
館
の
旧
神
経
科
蔵
書
中
の
《
弓
凹
昏
。
ざ
囚
①
匡
昌
弓
胃
圖
豆
。
§
吋
冨
消
匡
ｍ
８
ｇ
〆
３
国
屋
〕
ｇ
ｇ
こ
は
葛
巨
冒
匡
冒
く
旨
翼
①
旨
‐

砕
匡
品
匙
が
完
全
改
訂
・
増
補
し
た
第
五
版
（
一
八
九
二
年
）
で
、
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
が
か
い
た
も
の
と
は
ま
る
で
ち
が
っ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の

な
か
に
己
月
日
○
口
○
‐
日
①
置
昌
呂
呂
①
ま
た
は
ロ
煙
⑦
日
。
口
Ｃ
Ｉ
Ｂ
四
日
①
に
つ
い
て
の
相
当
部
分
は
承
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
第
二
版
（
一
八
六
一
年
）
を

○
胃
ら
鼻
冨
鼻
閃
○
胃
景
○
口
お
よ
び
曽
冒
①
ｍ
閃
昌
胃
吋
さ
ａ
が
イ
ギ
リ
ス
語
に
訳
し
た
震
昌
の
口
巨
宅
皇
５
ざ
噂
画
且
己
〕
③
国
冒
員
ｇ
）
）
（
一
八
六

七
年
）
の
復
刻
版
（
一
九
六
五
年
）
を
承
る
と
、
小
池
の
あ
げ
て
い
る
例
は
、
第
一
六
例
、
第
一
七
例
と
し
て
で
て
い
る
。
小
池
が
「
宗
旨
黒
憂

狂
」
、
「
変
質
黒
憂
狂
」
、
「
刻
切
念
郷
狂
」
と
し
た
の
は
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
語
訳
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
↑
《
旨
：
画
ｇ
ｏ
冒
旦
垣
。
闇
》
》
）
《
《
日
③
冒
巨
５
冒

冒
。
日
日
Ｃ
ｓ
冒
爵
ご
〕
《
《
言
目
の
‐
骨
冒
③
唖
唖
》
〕
で
あ
る
。

（
４
）
小
野
寺
の
名
は
論
文
に
よ
り
「
義
卿
」
と
も
「
義
郷
」
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
「
呉
秀
三
在
職
十
年
祝
賀
ア
ル
ゞ
ハ
ム
」
に
は
「
義
郷
」
と
自
署
さ
れ

て
い
る
．
荒
木
蒼
太
郎
「
徳
島
県
下
ノ
犬
神
週
及
上
狸
遍
二
就
キ
テ
」
に
は
「
其
他
讃
岐
二
猿
遇
ア
リ
陸
中
二
鼠
遇
ア
リ
（
小
野
寺
義
郷
君
之
ヲ
調

査
セ
リ
）
」
と
あ
る
が
、
鼠
愚
き
を
調
査
し
た
小
野
寺
論
文
は
ま
だ
承
つ
け
て
い
な
い
。

（
５
）
島
村
俊
一
（
「
村
」
は
「
邨
」
の
字
が
た
だ
し
い
よ
う
で
あ
る
）
は
島
村
鼎
の
養
子
で
、
一
八
六
二
年
一
月
二
四
日
（
文
久
元
年
一
二
月
二
五
日
）

江
戸
に
う
ま
れ
て
、
一
八
八
七
年
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
。
大
学
院
に
は
い
っ
た
が
中
退
し
、
一
八
八
七
年
九
月
二
八
日
’
九
一
年
一
○
月
二

四
日
と
巣
鴨
病
院
医
員
（
同
時
に
榊
教
授
の
も
と
で
精
神
病
学
教
室
助
手
も
か
ね
て
い
た
は
ず
）
。
一
八
九
一
年
一
○
月
’
九
四
年
二
月
と
ド
イ

ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ー
に
自
費
留
学
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
オ
ー
ベ
ル
シ
タ
イ
ネ
ル
に
つ
い
た
。
一
八
九
四
年
二
月
帰
朝
す
る
や
京

こ
の
絵
は
『
図
録
日
本
医
事
一

京
）
に
も
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
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都
府
医
学
校
（
一
九
○
三
年
六
月
二
○
日
よ
り
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
と
改
称
）
の
教
諭
と
し
て
神
経
病
学
・
精
神
病
学
・
法
医
学
を
担
当
、
翌

年
療
病
院
に
神
経
精
神
病
科
を
独
立
さ
せ
て
部
長
と
な
る
。
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
設
立
に
と
も
な
い
お
お
く
の
人
材
が
さ
っ
た
な
か
で
、
一

九
○
○
年
五
月
に
校
長
と
な
っ
て
、
存
続
を
あ
や
ぶ
ま
れ
た
学
校
を
さ
さ
え
た
。
一
九
○
三
年
五
月
療
病
院
長
兼
務
。
一
九
一
○
年
一
二
月
病
気
退

職
〕
同
五
月
講
師
。
院
務
顧
問
・
神
経
精
神
科
部
長
嘱
託
。
一
九
一
六
年
一
二
月
神
経
精
神
科
部
長
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
一
九
二
三
年
三
月
一
○
日

喪
、
そ
の
墓
所
は
東
京
都
谷
中
霊
園
に
あ
る
。
わ
た
し
に
は
、
島
村
の
事
蹟
が
わ
す
れ
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
医
療
史
に
お
い
て
京
都

府
医
学
校
の
役
割
り
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
え
て
な
ら
な
い
。

（
６
）
『
奇
談
集
』
は
「
杜
溪
書
院
蔵
版
」
の
用
紙
に
、
『
療
治
茶
話
』
、
「
稲
怪
録
』
を
ふ
く
め
て
奇
疾
・
夢
・
幻
術
な
ど
に
つ
い
て
の
文
献
を
筆
写
し
て
あ

り
、
狐
濯
ぎ
に
つ
い
て
の
文
献
も
か
な
り
あ
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
字
は
呉
秀
三
の
も
の
で
は
な
い
が
、
呉
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
が
あ
る
。
「
奇
談

集
』
の
仮
題
は
、
古
書
店
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
。

（
７
）
戸
河
内
村
が
尼
子
の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
は
、
富
士
川
英
郎
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
８
）
森
田
は
こ
の
あ
と
、
一
九
一
四
年
一
二
月
一
五
日
の
精
神
病
科
談
話
会
例
会
の
第
一
席
「
余
の
所
謂
祈
祷
性
精
神
症
に
就
て
」
で
、
「
余
は
仮
り
に

之
を
祈
祷
性
精
神
症
と
名
け
祈
祷
若
く
は
之
に
類
似
し
た
る
原
因
よ
り
感
動
を
本
と
し
て
起
る
一
種
の
自
己
暗
示
性
の
精
神
異
常
定
型
で
あ
っ
て
諸

家
の
批
評
を
願
ふ
の
で
あ
る
。
尚
ほ
此
祈
祷
性
精
神
症
の
内
で
錯
乱
状
態
、
昏
迷
状
態
及
び
人
格
変
換
状
態
の
三
型
を
分
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
其
う
し
て
余
は
犬
神
狐
な
ど
の
地
方
的
に
存
す
る
愚
依
症
患
者
も
此
の
内
に
編
入
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
（
神
経
学
雑

誌
、
第
一
四
巻
第
七
号
、
一
九
一
五
年
七
月
五
日
、
こ
こ
に
は
こ
の
例
会
の
年
を
「
大
正
四
年
」
と
す
る
が
「
大
正
三
年
」
の
誤
り
で
あ
る
）
。
と

こ
ろ
で
、
週
き
も
の
状
態
の
う
ち
、
心
因
性
あ
る
い
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
性
の
も
の
を
祈
祷
性
精
神
病
（
森
田
は
こ
の
あ
と
「
精
神
症
」
で
な
く
「
精
神

病
」
と
し
て
い
る
）
に
い
れ
る
こ
と
は
よ
い
が
、
た
と
え
ば
早
発
凝
狂
を
原
病
と
す
る
愚
き
も
の
状
態
ま
で
そ
こ
に
い
れ
て
は
、
祈
祷
性
精
神
病
の

（
９
）
こ
こ
で
、
そ
の
後
の
愚
き
も
の
に
関
す
る
医
学
論
文
で
わ
す
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。
ｌ
岩
崎
義
道
「
筐
。
胃
８
昌
胃
。
胃
（
狐
葱

症
）
の
比
較
神
話
学
的
及
精
神
病
学
的
研
究
」
（
実
地
医
家
と
臨
躰
、
第
六
巻
第
一
号
・
第
三
号
・
第
七
号
、
一
九
二
九
年
）
、
栗
原
清
一
『
栗
原
随

筆
（
そ
の
壱
）
日
本
古
文
献
の
精
神
病
学
的
考
察
』
（
一
九
三
二
年
、
精
神
衛
生
学
会
・
東
京
）
、
栗
原
清
一
『
古
文
献
に
拠
る
日
本
に
於
け
る
精

神
病
の
特
質
及
標
型
の
樹
立
』
（
一
九
三
三
年
、
金
原
書
店
・
東
京
）
、
須
田
圭
三
『
愚
き
物
俗
信
飛
騨
の
牛
蓄
種
』
（
一
七
六
九
年
、
須
田
病

院
・
岐
阜
県
）
。

概
念
が
あ
い
ま
い
に
な
る
。
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曽
員
目
時
。
貝
巨
○
ｍ
ず
ぐ
四
目
胃
目
色
房
。

、

、

胃
届
』
、
『
函
二
』
①
三
角
①
彗
昌

ロ
ロ
局
旨
函
吾
①
国
①
○
○
も
⑦
己
○
己
冒
］
色
で
幽
旨
畠
ｇ
ｏ
樫
①
ず
堅
尉
ぐ
Ｒ
］
号
胃
守
閥
易
乏
９
①
凹
匡
⑦
５
⑦
ロ
凰
国
昌
四
巨
具
で
○
脇
①
脇

目
ｏ
目
．
旨
唾
①
く
曾
巴
官
●
○
く
旨
８
ｍ
⑤
。
ｇ
国
旨
毎
日
罠
③
、
ミ
①
司
⑦
号
⑦
日
８
８
宵
８
３
×
⑦
、
．
乏
胃
口
四
日
①
口
舌
凰
島
号
①
毎
夙
巳
辱

、

Ｑ

ｏ
ｐ
員
８
号
①
弓
①
巳
昏
昌
四
目
．
○
号
目
酢
局
巳
辱
○
門
島
①
、
①
具
⑦
ｇ
回
国
．
○
号
①
局
で
①
扇
○
目
．
〉
ず
×
①
、
、
一
負
号
○
員
冨
旨
函
○
ａ
①
局
①
Ｑ
ご
く
号
⑦

目
ｎ
口
与
国
》
島
包
毒
胃
冒
８
号
①
○
号
①
崗
勧
［
巳
与
○
局
も
○
鵠
⑦
鵠
＆
号
①
で
①
厨
○
国
．
冒
昌
①
い
①
四
目
ｇ
ｏ
号
９
頁
○
ぐ
旨
８
唾
〉
目
①
昌
巳

①

筐
昌
．
①
鵠
①
“
四
国
ｇ
ｏ
忌
日
旨
○
口
目
亘
①
９
ｍ
胃
日
嗣
①
、
○
日
目
月
忌
い
①
農
馴
乏
①
局
自
己
①
厨
ｇ
ｏ
」
８
ず
①
ｎ
回
目
①
ｑ
す
ぐ
さ
ｘ
①
い
、
○
三
く

、

、

四
諦
乏
む
ぽ
湧
旨
冒
畠
ｑ
①
巳
胃
＆
号
昌
号
①
８
‐
８
罠
＆
ず
〆
も
○
鵠
①
営
○
冒
乏
⑦
局
①
目
⑦
昌
匙
巳
的
①
農
①
“
．
国
四
且
将
屋
〔
ざ
鵯
》
呂
鼻
の
い

●

凹
貝
』
○
号
国
自
一
日
］
巴
、
芝
①
月
旦
、
ｏ
冨
扁
ぐ
８
８
℃
○
鵠
①
鵠
日
①
口
）
官
営
守
〆
も
○
路
の
鵠
５
ロ
ミ
閉
門
①
胃
①
、
①
冒
国
目
品
島
も
○
鵠
⑦
、
圏
○
ロ

凸

。

本
稿
の
要
旨
は
一
九
八
三
年
五
月
二
二
日
、
第
八
四
回
日
本
医
史
学
会
学
術
大
会
（
大
滝
紀
雄
会
長
）
に
お
い
て
「
狐
遇
症
研
究
小
史
ｌ
Ｅ
．
、
ヘ
ル

ツ
、
島
村
俊
一
、
呉
秀
三
ｌ
」
の
題
で
報
告
し
た
。
報
告
に
あ
た
り
『
奇
談
集
』
の
利
用
を
お
ゆ
る
し
く
だ
さ
っ
た
小
川
鼎
三
先
生
に
お
礼
も
う
し
あ
げ

る
。
な
お
、
本
稿
の
構
想
は
『
呉
秀
三
著
作
集
・
第
一
巻
ｌ
医
史
学
篇
』
に
解
説
し
て
い
る
と
き
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
、
内
容
の
一
部
分
は
そ
の
解

説
と
重
複
し
て
い
る
。
（
東
京
）

国
尉
８
国
。
巴
ｚ
ｇ
閉
自
〕
夢
①
の
白
Ｑ
望
９
句
○
〆
‐
も
○
閉
隅
留
日
〕

●

１
国
言
旨
呼
応
官
》
の
宮
冒
冒
ロ
回
国
の
自
国
‐
旨
巨
胄
己
尻
昌
①
ｍ
ｇ
８
１

。
○
ぐ
①
員
昌
局
員
官
●
○
宮
巨
５
９
８
①
〆
日
凰
睦
①
苛
〆
ご
く
胃
Ｐ
胃
局
．
冒
届
ご
》
画
豆
昌
唾
月
旨
目
円
ｇ
ｏ
鼻
①
巳

び
く、

民
湧
昼
○
○
〆
シ
ロ
シ
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hisownexperienceofa5-yearoldfbx-possessedgirl.KoikeMasanao(1854-1941),thenastudentat

theTokyoUniversitySchoolofMedicine,gettingtheadviceofhisteacher,ElwinBaelz(1849-1913),

reportedthatfbx-posscssionisnootherthanafbrmofmentaldisease，Hequotedthetheoryof

demonomelancholiaofWilhelmGriesinger.Inl885E.Baelzwroteapaperonfbx-possession，inwhich

heanalogizedfbx-possessionwithlycanthropiaandcynanthropiainEurope.

EspeciallyinShimanePrefbcture,manyfamiliesweredeemedtokeepibxes.Inl891Shimamura

Shun-ichi(1862-1923,apsychiatrist,wholaterbecamedirecteroftheKyotoPrefbcturalMedical

School)investigated34casesoffbx-possessioninShimanePrefbcture.Hisreportoftheinvestigation

waspublishedinl892-93.Among34cases,4weresuffbringfi､omparanoia,4fi､ommania>15from

hysteria,1fi･omsecondarydementia,1fi､omseniledementia,3fi､ommalariaandtyhhoidfbver,1介om

arthritis,1fi､ompulmonarytuberculosisandlfi､omuterinemyoma(theclassificationofmentaldiseases

waspre-Kraepelinian).Inl893SakakiHajime(1857-1897),profbssorofpsychiatryatthcTokyoUni-

vcrsitySchoolofMedicine,gavetheGreeknameofalopecanthropiatofbx-possession.

KureShnz6(1865-1932),successorofSakakiandafLmousscholarofmedicalhistory,collected

ancientwritingsoffbx-possession.Inl896,heaskedphysiciansinHiroshimaPrefbcturefbrreports

onfbx-possession.Kurehimselfdidnotwriteascientificreportonfbx-possessionbutthereports

whichhegatheredstillexist.Thereportsteachustherealstatesoffbx-possessionatthetime.

AImostallthereportstellusthat,whenafbx-keeperwenttoHiroshimaCity(thecapitalcityofthe

prefbcture),fbxespartedfromhim,andonhisleavingthecity,fbxesagainattendedhim.

○
⑪
②

（
⑯
の
）



追
記
呉
秀
三
が
狐
遍
き
を
と
り
あ
げ
て
い
る
最
初
の
論
文
は
、
『
中
外
医
事
新
報
』
第
三
四
四
号
（
一
八
九
四
年
七
月
二
○
日
）
に
の
っ

て
い
る
「
精
神
病
証
候
例
四
側
」
で
、
そ
の
最
初
に
「
狐
遍
証
」
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
京
都
療
病
院
に
外
人
教
師
と
し
て
一
八
七
七
’
八
一

年
と
つ
と
め
た
ド
イ
ツ
人
医
師
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ポ
ト
・
シ
ョ
イ
ベ
が
狐
遍
き
に
つ
ぎ
の
『
、
へ
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
の
詳
細
は
た
し
か
め
て
な

い
。
つ
い
で
に
か
け
ば
、
高
良
齋
は
シ
ー
ポ
ル
ト
に
提
出
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
論
文
「
日
本
に
現
は
れ
た
る
注
目
に
価
す
る
す
べ
て
の
病
の
短
い

目
録
並
び
に
記
載
」
で
タ
ノ
キ
ッ
キ
・
キ
ッ
ネ
ッ
キ
・
サ
ル
カ
ミ
・
ヘ
ビ
カ
ミ
・
イ
ヌ
カ
ミ
に
つ
き
の
べ
て
い
る
。

●

目
自
ら
ｇ
〉
シ
国
翫
、
○
国
門
○
（
岳
ｇ
ｌ
己
駕
）
旨
く
①
普
侭
目
①
包
旨
弓
○
言
涜
巨
目
色
弓
馬
蔀
、
日
吋
①
届
Ｏ
農
①
ｍ
ａ
ｇ
Ｏ
叩
函
○
ユ

●

（
《
自
己
．
ロ
、
四
門
目
戸
》
）
）
１
も
○
鵠
⑦
唾
望
○
口
〕
、
○
四
ｍ
①
、
○
届
ず
ｐ
Ｑ
ｍ
の
局
Ｉ
も
○
鵠
①
、
巴
○
口
四
目
ｇ
ｏ
《
ず
の
門
い
、

旨
．
岳
ｇ
〕
〆
四
口
○
ミ
四
画
の
四
戸
四
の
（
届
討
ｌ
己
囲
）
で
こ
こ
』
号
①
Ｑ
四
目
○
国
○
唱
四
も
彦
《
の
シ
ｚ
①
乏
弓
門
３
房
①
○
国
甸
○
×
も
○
腸
⑦
器
５
国
〕

申

●
》
》

乏
巨
８
吋
ｇ
ｏ
員
の
ｇ
ｏ
ロ
畠
畠
、
閉
①
唾
島
さ
×
も
○
路
①
閉
５
国
．
芝
面
○
乏
国
⑦
烏
①
白
の
ぐ
＆
旨
．
８
号
①
、
臣
、
色
目
○
印
①
静
ｇ
胃
巴
冨
①
昌
昌

●

国
○
ｍ
百
国
畠
．
目
篇
目
○
国
ｏ
唱
四
も
匠
言
監
房
号
胃
苛
〆
も
○
鵲
①
鵲
５
ロ
ミ
閉
旨
２
国
局
①
旨
号
⑦
目
①
昌
昌
寄
○
、
ロ
冨
昌
呉
昏
①
ｏ
砦
茸
巴

ｇ
ｇ
ｇ
目
○
戸
く
○
昌
号
①
口
目
①
．
月
冒
邑
呂
）
Ｑ
ｏ
ａ
ｍ
ぽ
ｑ
ｍ
Ｏ
Ｈ
①
で
○
貝
③
旦
○
昌
急
ｏ
閉
刷
烏
も
○
筋
８
留
○
旨
里
ご
合
・
○
目
ｏ
〉
冒
○
盲
早

■

、

、

、

白

白
四
℃
○
鵠
⑦
甥
５
国
ご
く
四
○
号
．
少
冒
○
国
吸
弓
①
の
畠
易
）
紹
葛
国
⑦
で
○
路
①
腸
⑦
』
ず
く
さ
ｘ
①
、
．
鴎
乏
貝
⑦
昌
四
函
口
○
罵
旦
農
旦
①
日
①
貝
］
四

Ｇ

℃
滝
口
①
○
○
×
》
胃
四
四
ｍ
可
目
黒
⑦
国
Ｐ
ｕ
司
凹
め
。
⑦
員
冒
の
ロ
ロ
秒
℃
四
局
四
］
冒
註
の
四
四
旨
旦
唖
○
○
口
．

ｚ
ｇ
く
．
匙
号
○
臣
”
ず
。
鼠
の
、
島
守
ｘ
も
○
脇
の
脇
５
口
画
吋
①
ぐ
９
く
局
四
月
・
旨
９
画
浄
葛
○
固
葛
○
日
③
旨
ご
①
馬
く
の
昏
昌
守
〆
①
い
⑦
四
目

、

、

ｈ

で
○
閉
①
閉
四
℃
①
凰
○
ロ
．
門
骨
』
唖
。
自
国
○
口
酸
》
骨
匪
凹
弄
庁
彦
⑦
Ｏ
目
目
ご
ゴ
ミ
○
句
堅
堅
’
四
巨
局
く
⑦
召
も
ぬ
く
○
戸
』
四
胃
』
○
℃
四
℃
⑦
吋
切
ご
く
い
｛
〕
』
胃
冨
騨
寓
国
巨
局
四
四
旨
・

す
き
シ
国
産
胃
⑦
旨
①
鰹
⑦
ｇ
ａ
旨
尉
⑦
８
貝
も
名
①
厨
○
自
浄
〆
も
Ｏ
脇
①
鵠
５
Ｐ
（
シ
負
号
ｇ
●
》
ｍ
駒
言
弓
四
ｇ
）
ｌ
］
旨
計
冨
哩
号
翼
国
２
号
①

●

ず
冒
凰
辱
旨
四
目
①
昌
彦
①
］
囚
も
四
口
①
唾
①
届
で
昌
冨
さ
尾
①
臣
印
胃
厨
○
口
己
冒
目
巨
⑦
嘩
騨
ｇ
Ｏ
ａ
旨
四
８
号
の
○
国
唱
国
匙
四
国
ｇ
ｏ
ｏ
日
日
○
目

鼻
ご
畠
①
．
）
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